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公
開
学
術
講
演
会

「
描
か
れ
た
近
世
の
祭
礼
」

福
原
敏
男
（
武
蔵
大
学
教
授
）

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
二
日
、
福
原

敏
男
氏
（
武
蔵
大
学
教
授
）
を
講
師
に
招

き
、
公
開
学
術
講
演
会
「
描
か
れ
た
近
世

の
祭
礼
」
を
開
催
し
た
。

平
成
二
十
七
年
、
日
本
政
府
は
、
す
で

に
ユ
ネ
ス
コ（
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
）

の
「
人
類
の
無
形
文
化
遺
産
の
代
表
的
な

一
覧
表
」
(代
表
一
覧
表
)（
ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
遺
産
）
に
記
載
さ
れ
て
い
た
日
立

風
流
物
（
茨
城
県
）、
京
都
祇
園
祭
の
山
鉾

行
事（
京
都
府
）を
含
む
日
本
各
地
の
山
・

鉾
・
屋
台
行
事
（
三
十
三
件
）
を
グ
ル
ー

プ
化
し
、
ユ
ネ
ス
コ
に
対
し
て
登
録
提
案

を
行
っ
た
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
は
八
戸
三

社
大
祭
の
山
車
行
事
（
青
森
県
）、
秩
父
祭

の
屋
台
行
事
と
神
楽
（
埼
玉
県
）、
佐
原
の

山
車
行
事
（
千
葉
）、
尾
張
津
島
天
王
祭
の

楽
車
舟
行
事
（
愛
知
県
）、
博
多
祇
園
山
笠

行
事
（
福
岡
県
）、
唐
津
く
ん
ち
曳
山
行
事

（
佐
賀
県
）
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

本
講
演
会
が
行
わ
れ
た
後
の
平
成
二
十

八
年
十
一
月
一
日
、
無
形
文
化
遺
産
保
護

条
約
政
府
間
委
員
会
の
評
価
機
関
よ
り

「
記
載
」
の
勧
告
が
あ
り
、
十
二
月
に
は
正

式
に
記
載
さ
れ
た
。

本
年
度
、「
描
か
れ
た
近
世
の
祭
礼
」
と

し
て
公
開
学
術
講
演
会
を
行
っ
た
の
は
、

日
本
の
祭
礼
文
化
が
無
形
文
化
遺
産
に
な

る
こ
と
を
見
込
ん
で
の
こ
と
で
あ
る
。
な

お
、
國
學
院
大
學
博
物
館
で
は
、
本
講
演

会
に
関
連
し
た
企
画
展
「
祭
礼
行
列
│
渡

る
神
と
人
│
」
を
開
催
し
た
。

福
原
氏
は
、

①
『
つ
し
ま
祭
』
絵
巻
（
國
學
院
大
學
図

書
館
所
蔵
）

②『
神
田
明
神
御
祭
礼
御
用
御
雇
祭
絵
巻
』

巻
五
（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
）

③
歌
川
国
郷
『
神
田
大
明
神
御
祭
礼
図
』

（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
）

に
つ
い
て
、
画
像
を
示
し
、
そ
れ
を
解
説

す
る
形
で
、
講
演
を
す
す
め
た
。

①
は
尾
張
津
島
天
王
祭
の
楽
車
舟
行
事

（
津
島
神
社
、
愛
知
県
）
に
関
わ
る
も
の
で

あ
り
、
②
③
は
神
田
明
神
祭
礼
（
神
田
神

社
・
神
田
祭
、
東
京
都
）
に
関
わ
る
も
の

で
あ
る
。

は
じ
め
に

ま
ず
福
原
氏
は
導
入
と
し
て
、
近
世
の

行
列
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
概
説
し
た
。

琉
球
慶
賀
使
節
や
朝
鮮
通
信
使
節
の
よ

う
な
外
交
使
節
の
行
列
、
婚
姻
行
列
、
葬

送
行
列
、
祭
礼
行
列
、
武
家
の
行
列
な
ど
、

近
世
の
行
列
は
、
あ
る
権
力
者
の
も
と
で

粛
々
と
整
列
さ
せ
ら
れ
て
渡
っ
て
い
る
。

平
成
二
十
四
年
に
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

で
行
わ
れ
た
企
画
展
「
行
列
に
み
る
近
世

│
武
士
と
異
国
と
祭
礼
と
│
」
に
お
け
る

コ
ン
セ
プ
ト
は
「
渡
ら
さ・
れ・
る・
」
で
あ
っ

た
。近

世
の
祭
礼
資
料
を
み
る
と
「
通
物
」

と
あ
る
。
こ
れ
は
、
お
囃
子
を
奏
し
な
が

ら
仮
装
し
て
物
語
を
装
っ
て
行
列
す
る
も

の
を
言
う
。
こ
れ
を「
通
り
物
」「
通
し
物
」

の
ど
ち
ら
で
読
む
の
か
は
判
断
し
難
い

が
、
主
体
が
参
加
者
で
あ
れ
ば
「
通
り
物
」

と
読
め
る
。
一
方
、
権
力
者
か
ら
の
視
点

で
あ
れ
ば
「
通
し
物
」
と
な
る
。
ま
た
、

「
渡
物
」
の
語
も
「
渡
り
物
」
と
よ
む
の
か

「
渡
し
物
」
と
よ
む
の
か
は
難
し
い
問
題

で
あ
る
。

続
い
て
、
自
ら
の
視
点
に
つ
い
て
、
祭

礼
図
研
究
は
主
に
美
術
史
の
研
究
者
に

よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
研
究
で

は
、
絵
画
表
現
が
重
要
で
あ
る
と
し
、
歴

史
民
俗
学
的
な
視
点
で
は
と
ら
え
て
い
な

い
。
一
方
で
、
絵
画
表
現
を
重
視
す
る
プ

ロ
の
作
例
で
は
な
く
て
も
、
絵
空
事
が
排

さ
れ
た
祭
礼
図
を
記
録
画
、
歴
史
民
俗
資

料
と
し
て
評
価
し
た
い
と
し
た
。

・
國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵『
つ
し
ま
祭
』

絵
巻

楽
車
・
大
山
の
疑
問

福
原
氏
は
ま
ず
、ギ
メ
美
術
館
所
蔵『
津
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島
祭
礼
図
屏
風
』、
大
英
博
物
館
所
蔵
『
津

島
神
社
祭
礼
図
屏
風
』
を
用
い
て
、
尾
張

津
島
天
王
祭
（
津
島
祭
）
の
特
徴
を
次
の

よ
う
に
説
明
し
た
。

同
祭
礼
で
は
、
前
夜
祭
（
宵
祭
）
に
は

竹
の
先
に
数
多
く
の
提
灯
を
付
け
た
巻
藁

船
、
翌
日
の
朝
祭
に
は
楽
車
船
が
出
て
い

た
。
ま
た
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
ま

で
朝
祭
に
出
て
い
た
大
山
は
、
全
高
二
〇

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
大
き
な
も
の
で
、
手
摩

乳
・
脚
摩
乳
と
呼
ば
れ
る
「
高
砂
」
の
よ

う
な
人
形
や
「
か
ら
く
り
」
が
の
せ
ら
れ

て
い
た
。
大
山
は
濃
尾
平
野
、
中
京
圏
の

祭
礼
に
分
布
し
て
い
た
。

一
方
、
楽
車
船
の
上
に
は
、
毎
年
、
異

な
る
人
形
が
飾
ら
れ
、
そ
の
下
で
は
稚
児

が
腰
に
鞨
鼓
を
付
け
て
舞
う
。

次
い
で
、國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵『
つ

し
ま
祭
』
絵
巻
の
解
説
に
移
り
、
屏
風
は

祭
礼
の
様
子
を
一
目
瞭
然
に
パ
ノ
ラ
ミ
ッ

ク
に
描
く
こ
と
が
で
き
る
。
対
し
て
、
絵

巻
は
時
間
的
な
進
行
と
空
間
的
な
移
動
を

示
す
に
は
良
い
が
、
天
地
幅
が
和
紙
の
幅

に
規
定
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、『
つ
し
ま

祭
』
絵
巻
の
大
山
や
楽
車
船
は
、
ギ
メ
美

術
館
や
大
英
博
物
館
所
蔵
の
屏
風
に
比
し

て
、
押
し
つ
ぶ
さ
れ
て
描
か
れ
て
い
る
と

し
た
。

次
に
諸
記
録
と
『
つ
し
ま
祭
』
絵
巻
と

を
比
較
す
る
と
、
多
く
の
点
で
異
な
る
部

分
が
あ
る
と
し
、
実
際
に
こ
の
祭
礼
を
観

た
こ
と
が
な
い
人
物
が
、
地
誌
の
類
や
伝

聞
情
報
を
も
と
に
描
い
た
の
で
は
な
い
か

と
論
じ
た
。
さ
ら
に
、
本
絵
巻
を
記
録
画

と
し
て
用
い
る
た
め
に
は
同
時
代
の
文
献

資
料
と
対
照
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

研
究
は
様
々
な
資
料
を
比
較
検
討
す
る
中

で
進
ん
で
ゆ
く
の
で
、
今
後
、
本
絵
巻
か

ら
記
録
画
と
し
て
使
え
る
部
分
を
汲
み

取
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
、
本
絵
巻
の
祭
礼
図

研
究
と
し
て
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る
と
の

見
通
し
を
述
べ
た
。

・
神
田
祭
に
猿
の
生
き
肝
（『
神
田
明
神

御
祭
礼
御
用
御
雇
祭
絵
巻
』
巻
五
）

ま
ず
、
近
世
の
肉
筆
祭
礼
図
は
、
都
市

祭
礼
を
描
い
た
も
の
が
多
く
、
な
か
で
も

近
世
の
政
治
都
市
で
あ
る
城
下
町
の
祭
礼

を
描
い
た
も
の
が
多
い
と
述
べ
た
う
え

で
、
祭
礼
行
列
は
神
輿
や
神
職
、
僧
な
ど

の
宗
教
施
設
側
が
出
す
も
の
、
町
人
が
出

す
山
車
や
附
祭
、
藩
士
や
与
力
・
同
心
に

よ
る
警
固
と
い
う
三
部
構
成
で
な
っ
て
い

る
と
説
明
し
た
。
そ
し
て
、
神
田
祭
（
神

田
明
神
祭
礼
）
の
場
合
、
町
人
た
ち
が
三

十
六
組
の
定
番
の
出
し
物
を
出
し
、
こ
れ

に
加
え
て
附
祭
や
御
雇
祭
が
つ
く
。
こ
れ

ら
は
基
本
的
に
毎
回
、
趣
向
を
変
え
る
も

の
で
あ
り
、
前
者
は
山
車
構
成
町
が
出
し

た
の
に
対
し
、
後
者
は
町
奉
行
が
費
用
の

一
部
を
援
助
し
て
、
そ
れ
以
外
の
町
人
に

出
さ
せ
た
も
の
で
、
附
祭
と
同
じ
よ
う
な

出
し
物
を
出
し
た
と
説
明
し
た
。

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
神
田
明
神
御

祭
礼
御
雇
絵
巻
』
は
文
政
八
年
（
一
八
二

五
）
の
神
田
祭
の
様
子
を
描
い
た
も
の
で

あ
る
。
同
年
は
元
大
坂
町
や
住
吉
町
な
ど

が
昔
噺
を
テ
ー
マ
に
御
雇
祭
り
を
出
し
て

い
る
（
都
市
と
祭
礼
研
究
会
編
『
江
戸
天

下
祭
絵
巻
の
世
界

う
た
い

お
ど
り

ば
け
る
』神
田
明
神
選
書
２

岩
田
書
院
、

二
〇
一
一
年
）。

福
原
氏
が
解
説
し
た
巻
五
は
元
大
坂
町

（
現
在
の
中
央
区
日
本
橋
人
形
町
一
丁
目

相
当
）
の
御
雇
祭
を
描
い
て
い
る
。
同
町

は
神
田
明
神
の
氏
子
で
は
な
い
が
、
御
雇

祭
と
し
て
「
竜
神
管
弦
の
学
び
」
を
出
し

て
い
る
。
こ
れ
に
は
形
名
旗
の
よ
う
な
旗

（
上
り
竜
、
下
り
竜
）、
管
弦
（
笙
、
横
笛
、

唐
人
笛
、
柄
太
鼓
、
胡
弓
な
ど
）、
警
固
、

竜
宮
の
乙
姫
、
奴
が
行
列
し
、
竜
宮
乙
姫

の
曳
物
、
竜
宮
城
の
曳
物
が
続
い
た
。
福

原
氏
は
、
装
束
、
楽
器
な
ど
に
つ
い
て
細

か
な
解
説
を
加
え
た
。
な
か
で
も
行
列
の

先
頭
に
は
朝
鮮
通
信
使
節
を
先
導
す
る
形

名
旗
の
よ
う
な
旗
が
み
え
、
管
弦
の
人
々

は
サ
ン
ゴ
を
装
飾
し
た
傘
を
さ
し
か
け
ら

れ
、
傘
を
持
つ
人
は
魚
の
装
飾
の
付
い
た

笠
を
か
ぶ
る
点
に
注
目
し
、
町
人
達
は
、

異
国
と
異
界
で
あ
る
龍
宮
の
イ
メ
ー
ジ
を

重
ね
合
わ
せ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
と
し

た
。龍

宮
城
の
曳
物
に
は
壺
を
持
つ
猿
が
描

か
れ
て
い
る
。
福
原
氏
は
、
こ
れ
を
昔
噺

「
猿
の
生
き
肝
」
に
依
拠
し
た
も
の
で
、
猿

が
自
分
の
生
肝
を
病
の
乙
姫
に
差
し
出
す

姿
で
は
な
い
か
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
そ

れ
に
よ
り
、
行
列
に
連
な
る
乙
姫
の
病
が

治
っ
て
元
気
な
姿
を
見
せ
る
と
い
う
祭
礼

な
ら
で
は
の
め
で
た
い
話
と
す
る
行
列
に

仕
立
て
た
の
で
は
な
い
か
と
論
じ
た
。

・
歌
川
国
郷
錦
絵
の
資
料
性

歌
川
国
郷
（
〜
一
八
五
八
）
は
国
貞
（
一

七
八
六
〜
一
八
六
五
）の
弟
子
で
、安
政
四

年
（
一
八
五
七
）
に
五
枚
続
き
の
錦
絵
「
神

田
大
明
神
御
祭
礼
図
」、
翌
年
に
六
枚
続
き

の「
山
王
様
御
祭
礼
図
」を
版
行
し
た
。「
神

田
大
明
神
御
祭
礼
図
」
に
は
、「
吹
貫
型
」

二
、「
岩
組
型
」
一
、「
傘
鉾
型
」
一
八
、「
万

灯
（
度
）
型
」
一
、「
二
層
櫓
勾
欄
人
形
型

（
江
戸
型
）」
三
、「
一
本
柱
勾
欄
人
形
型
」

一
一
が
描
か
れ
て
い
る
と
分
析
し
た
。

し
か
し
、史
資
料
か
ら
、当
時
、ペ
リ
ー

来
航
以
来
の
内
憂
外
患
等
に
よ
っ
て
、
本

格
的
な
祭
礼
は
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
わ

か
る
と
し
た
。

次
い
で
、「
江
戸
天
下
祭
図
屏
風
（
江
戸

山
王
祭
礼
図
屏
風
）」（
個
人
蔵
）
や
『
守

貞
謾
稿
』
に
描
か
れ
た
傘
鉾
を
示
し
な
が

ら
、
江
戸
型
山
車
の
成
立
過
程
に
つ
い
て

述
べ
、
江
戸
型
山
車
は
、
安
政
期
に
な
っ

て
か
ら
見
ら
れ
る
も
の
で
、
真
ん
中
に
二

層
の
櫓
を
と
り
つ
け
、
四
方
に
幕
を
回
し

て
一
番
上
に
勾
欄
を
付
け
て
人
形
を
飾
る

も
の
で
あ
る
と
し
た
。

次
い
で
「
神
田
大
明
神
御
祭
礼
図
」
に

は
、
こ
の
形
式
の
山
車
が
多
く
描
か
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
様
々
な
時
代
の
山
車
を

寄
せ
集
め
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
論
じ
た
。

最
後
に
「
神
田
大
明
神
御
祭
礼
図
」
に

描
か
れ
て
い
る
山
車
や
行
列
に
つ
い
て
、

一
点
ず
つ
解
説
し
た
。

こ
の
よ
う
に
福
原
氏
は
、
近
世
の
祭
礼

図
（
絵
画
資
料
）
を
分
析
す
る
に
あ
た
り
、

美
術
的
な
表
現
と
い
う
視
点
を
排
除
し
、

記
録
画
と
し
て
の
祭
礼
図
を
歴
史
民
俗
学

の
視
点
か
ら
分
析
し
た
。

（
文
責
・
大
東
敬
明
）
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平
成
二
十
八
年
度
特
別
展

火
焔
型
土
器
の
デ
ザ
イ
ン
と
機
能Jom

onesque
Japan

2016
火
焔
型
土
器
と
は

火
焔
型
土
器
は
昭
和
十
一（
一
九
三
六
）

年
、
近
藤
篤
三
郎
ら
の
調
査
に
よ
っ
て
新

潟
県
長
岡
市
の
馬
高
遺
跡
で
初
め
て
出
土

し
た
。
こ
の
調
査
に
よ
る
出
土
第
一
号
の

土
器
の
み
を
「
火
焔
土
器
」
と
称
し
、
他

の
も
の
や
他
遺
跡
出
土
の
も
の
を
「
火
焔

型
土
器
」
と
呼
称
す
る
。
そ
の
名
の
由
来

は
四
か
所
の
鶏
頭
冠
と
呼
ば
れ
る
大
ぶ
り

の
把
手
に
由
来
す
る
。
鶏
頭
冠
は
複
雑
な

形
状
で
、
粘
土
紐
に
よ
っ
て
装
飾
さ
れ
、

把
手
以
外
の
口
縁
部
は
鋸
歯
状
に
造
作
さ

れ
、
全
体
の
形
状
が
燃
え
上
が
る
炎
を
思

わ
せ
る
こ
と
か
ら
火
焔
の
名
を
冠
す
る
の

で
あ
る
。
出
土
す
る
地
域
は
、
一
部
東
北

地
方
南
部
や
富
山
県
域
で
出
土
例
が
知
ら

れ
る
が
、
そ
の
中
心
は
、
新
潟
県
域
で
も

長
岡
市
、
十
日
町
市
、
津
南
町
な
ど
信
濃

川
中
流
域
に
集
中
す
る
傾
向
が
あ
る
。
そ

の
奇
抜
な
デ
ザ
イ
ン
性
と
希
少
性
か
ら
縄

文
時
代
を
代
表
す
る
土
器
型
式
の
一
つ
で

あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

今
回
展
示
し
た
指
定
物
件
で
あ
る
火
焔

型
土
器
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
国
宝

十
日
町
市
笹
山
遺
跡
出
土
火
焔
型
土
器
、

国
指
定
重
要
文
化
財
長
岡
市
馬
高
遺
跡
出

土
火
焔
土
器
、
同
火
焔
型
土
器
二
点
、
津

南
町
堂
平
遺
跡
出
土
火
焔
型
土
器
二
点

（
文
化
庁
所
蔵
）
に
加
え
、
国
宝
附
で
あ
る

三
角
形
土
版
や
国
指
定
重
要
文
化
財
長
岡

市
馬
高
遺
跡
出
土
土
偶
（
ミ
ス
馬
高
）
等

多
数
の
資
料
と
こ
れ
ら
の
指
定
物
件
に
加

え
、未
指
定
の
一
四
点
も
の
火
焔
型
土
器
、

王
冠
型
土
器
を
一
同
に
列
品
し
た
の
で
あ

る
。

特
別
展
示
の
趣
旨
と
経
緯

展
示
は
國
學
院
大
學
博
物
館
と
信
濃
川

火
焔
街
道
連
携
協
議
会
（
新
潟
市
、
三
条

市
、
長
岡
市
、
十
日
町
市
、
津
南
町
）、
新

潟
県
立
歴
史
博
物
館
の
三
団
体
が
主
催

し
、
平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
日
か
ら
平

成
二
十
九
年
二
月
五
日
の
期
間
で
実
施
し

た
も
の
で
あ
る
。
本
企
画
は
、
信
濃
川
火

焔
街
道
連
携
協
議
会
が
火
焔
型
土
器
を
含

む
地
域
の
文
化
財
を
『「
な
ん
だ
、
コ
レ

は
！
」
信
濃
川
流
域
の
火
焔
型
土
器
と
雪

国
の
文
化
』
と
し
て
、
日
本
遺
産
申
請
を

行
い
、
平
成
二
十
八
年
度
の
認
定
に
至
っ

た
こ
と
を
記
念
し
て
計
画
立
案
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
文
化
を
象
徴
す

る
文
化
財
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
火
焔
型
土

器
」
を
周
知
し
、「
火
焔
型
土
器
を
二
〇
二

〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
聖
火
台
に
」
と
い
う
ア
ピ
ー
ル

宣
言
へ
の
賛
同
を
募
る
と
い
う
動
機
も
あ

る
。
同
時
に
開
催
し
た
「
国
際
縄
文

フ
ォ
ー
ラ
ム
火
焔
街
道
往
来
２
０
１
６
」

も
同
様
に
、
日
本
遺
産
認
定
を
記
念
し
、

講
演
及
び
報
告
と
討
論
で
構
成
す
る
火
焔

型
土
器
及
び
縄
文
文
化
の
一
般
へ
の
周
知

と
浸
透
を
目
指
し
た
催
し
で
あ
っ
た
。

そ
も
そ
も
本
館
が
展
示
公
開
、
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
会
場
と
し
て
こ
の
特
別
展
企
画

を
引
き
受
け
た
理
由
は
、
本
学
名
誉
教
授

で
縄
文
時
代
研
究
の
泰
斗
で
あ
る
小
林
達

雄
氏
の
引
き
立
て
を
受
け
た
か
ら
に
他
な

ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
に
例
の
な
い
国
宝
を

含
む
一
一
点
の
重
要
文
化
財
指
定
の
火
焔

土
器
、
火
焔
型
土
器
を
新
形
県
外
で
見
る

こ
と
が
で
き
る
初
の
特
別
展
示
で
あ
っ
た

こ
と
も
本
館
に
と
っ
て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
本
館
が
平
成
二
十
年

の
開
館
以
来
寄
託
を
受
け
て
い
る
新
潟
県

長
岡
市
岩
野
原
遺
跡
出
土
火
焔
型
土
器

（
神
林
修
氏
蔵
）
の
存
在
も
ま
た
、
本
特
別

展
を
導
引
す
る
大
き
な
意
味
を
有
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
多
数
の
国
宝
・
重
要
文
化
財

を
展
示
公
開
す
る
に
は
、
現
状
で
公
開
承

認
施
設
と
な
っ
て
い
な
い
本
館
に
と
っ
て

は
、
施
設
、
什
器
等
の
面
で
大
き
な
ハ
ー

ド
ル
を
超
え
な
け
れ
ば
な
ら
か
っ
た
事
も

ま
た
事
実
で
あ
る
。
例
え
ば
空
調
管
理
シ

ス
テ
ム
の
改
修
や
免
震
ケ
ー
ス
の
新
造
な

ど
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
大
学
当
局
に

は
、
全
面
的
な
支
援
を
賜
っ
た
。
ま
た
、

準
備
段
階
か
ら
文
化
庁
美
術
学
芸
課
文
化

財
管
理
指
導
官
の
宇
田
川
滋
正
氏
、
同
課

原
田
昌
幸
氏
、
東
京
文
化
財
研
究
所
保
存

科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
保
存
環
境
研
究
室
長

吉
田
直
人
氏
に
は
、
展
示
指
導
な
ら
び
に

館
内
環
境
改
善
等
、
こ
と
細
か
な
ご
指
導

を
賜
り
、
実
現
に
こ
ぎ
着
け
る
こ
と
が
出

来
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
改
め
て
記
し
て

謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

国
際
縄
文
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

展
示
に
加
え
平
成
二
十
八
年
十
二
月
十

日
、
十
一
日
の
二
日
間
に
亘
り
開
催
し
た

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
基
調
講
演
を
谷

口
康
浩
氏
（
本
学
教
授
）、
河
仁
秀
氏
（
韓

国
釜
山
近
代
歴
史
館
館
長
）
が
行
い
、
報

告
討
論
と
し
て
阿
部
昭
典
氏
（
千
葉
大

学
）、
菅
野
智
則
氏
（
東
北
大
学
）、
領
家

玲
美
氏
（
相
模
原
市
教
育
委
員
会
）、
水
ノ

江
和
同
氏
（
文
化
庁
）、
イ
ロ
ー
ナ
・
バ
ウ

シ
ュ
氏
（
東
京
大
学
大
学
院
）、
石
井
匠
氏

（
当
館
学
芸
員
）、
今
福
利
恵
氏
（
山
梨
県

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）
ら
に
よ
っ
て
国

内
外
の
最
新
の
研
究
成
果
が
報
告
さ
れ

た
。
討
論
で
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

宮
尾
亨
氏
（
新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
）
に

よ
っ
て
、「
中
期
縄
文
土
器
の
過
剰
な
デ

ザ
イ
ン
と
多
様
な
第
二
の
道
具
」と
題
し
、

白
熱
し
た
議
論
が
展
開
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
最
後
に
小
林
達
雄
氏
（
本
学
名
誉
教

授
）
の
講
話
で
締
め
く
く
ら
れ
た
。

イ
ベ
ン
ト

会
期
中
、
信
濃
川
火
焔
街
道
連
携
協
議

会
の
面
々
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク

や
エ
レ
キ
チ
ェ
ロ
奏
者
の
斎
藤
孝
太
郎
氏

に
よ
る
縄
文
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
も
実
施
さ

れ
、
聴
衆
を
魅
了
し
た
の
で
あ
る
。

（
文
責
・
内
川
隆
志
）
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東
ア
ジ
ア
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
国
際
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
東
ア
ジ
ア
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
宗
教
文
化
」

二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
十
月
十

六
日
に
、
日
本
文
化
研
究
所
の
主
催
で
国

際
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
東
ア
ジ
ア
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
と
宗
教
文
化
」
が
開
催
さ
れ

た
。
そ
の
前
日
十
五
日
に
行
わ
れ
た
同
題

の
東
ア
ジ
ア
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
連

続
し
た
企
画
と
な
る
。
以
下
合
わ
せ
て
内

容
を
紹
介
す
る
。

S
IS
R2017準
備

東
ア
ジ
ア
国
際
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ

十
月
十
五
日
の
十
時
か
ら
十
八
時
に
か

け
て
、
日
本
文
化
研
究
所
と
日
本
学
術
振

興
会
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
Ｂ
（
海
外
学

術
調
査
）「
ア
ジ
ア
の
政
教
関
係
と
新
し

い
公
共
宗
教
論
構
築
の
地
域
比
較
研
究
」

（
課
題
番
号

、
研
究
代
表
者
：
櫻
井
義

16H
05712

秀
）
が
主
催
し
、「
宗
教
と
社
会
」
学
会
の

後
援
を
得
て
、「

準
備

東
ア

SISR2017

ジ
ア
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

東
ア
ジ
ア

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
宗
教
文
化
」
が
開
催

さ
れ
た
。
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
も
と

も
と
国
際
宗
教
社
会
学
会
（
SISR）
が
二

〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
夏
に
メ
ル
ボ

ル
ン
で
学
術
大
会
を
行
う
予
定
と
な
っ
て

い
た
こ
と
を
受
け
、
そ
の
準
備
の
た
め
に

企
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
な
お
、
そ
の

後
同
学
術
大
会
は
ス
イ
ス
の
ロ
ー
ザ
ン
ヌ

に
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
）。
広

く
東
ア
ジ
ア
の
若
手
研
究
者
・
大
学
院
生

に
参
加
を
呼
び
か
け
、
英
語
で
の
研
究
発

表
・
議
論
を
行
っ
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
東

ア
ジ
ア
の
社
会
参
加
型
宗
教
・
公
共
宗

教
」、「
東
ア
ジ
ア
の
宗
教
文
化
・
宗
教
文

化
教
育
」、「
東
ア
ジ
ア
の
宗
教
運
動
・
政

教
関
係
」
と
い
う
主
題
を
持
つ
三
つ
の

セ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
紙
幅

の
関
係
上
、
以
下
に
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
報

告
者
名
の
み
を
掲
げ
る
。

Session
1:Religious

Engagem
ent

and
Religious

A
ctions

in
Public

Sphere
Chair:Y

oshihide
Sakurai

[H
okkaido

U
niversity]

Panelists:A
kiU
chida

[T
sukuba

U
niversity];K

okiShim
izu

[H
okkaido

U
niversity];Siyoon

Lee
[Sogang

U
niversity];Francis

Lim
[N
anyang

T
echnologicalU

niversity]

Session
2
:Religious

Culture
and

Education
ofReligious

Studies
Chair:K

ikuko
H
irafuji

[K
okugakuin

U
nivesity]

Panelists:A
kiM

urakam
i

[T
sukuba

U
niversity];Shiho

T
oishiba

[T
sukuba

U
niversity];

Chae
Y
oung

K
im
[Sogang

U
niversity];Y

oshihide
Sakurai

[H
okkaido

U
niversity]

Session
3
:N
ew
Religious

M
ovem

entand
Politico-Religious

Relations
Chair:N

obutaka
Inoue

[K
okugakuin

U
niversity]

Panelists:N
G,K
a
Shing

[H
okkaido

U
niversity];T

adaatsu
T
ajim
a

[T
enshiU

niversity];Y
oheiFujino

[H
okkaido

U
niversity];Y

u
Shuang

Y
ao
[Fo

Guang
U
niversity]

翌
日
の
国
際
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
登
壇

者
に
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て

も
ら
い
、三
十
名
を
越
す
参
加
者
を
得
て
、

充
実
し
た
議
論
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
発
表
に
つ
い
て
、
二
〇

一
七
年
度
に
内
容
を
ま
と
め
て
成
果
と
し

て
刊
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

国
際
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

二
〇
一
六
年
十
月
十
六
日
午
後
に
、
日

本
文
化
研
究
所
の
主
催
で
国
際
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
東
ア
ジ
ア
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
と
宗
教
文
化
」
が
開
催
さ
れ
た
。
本

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
東
ア
ジ
ア
と
い
う
地

域
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に

よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
宗
教
問
題
が
顕
在
化

し
た
か
、
ま
た
人
々
の
宗
教
に
対
す
る
意

識
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
と
い
っ

た
事
柄
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

日
本
、
台
湾
、
中
国
な
ど
を
主
要
な
研
究

対
象
と
し
て
、
そ
こ
に
お
け
る
宗
教
を
め

ぐ
る
現
代
的
状
況
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

る
研
究
者
四
名
に
報
告
を
お
願
い
し
、
そ

の
後
岩
井
洋
氏
（
帝
塚
山
大
学
学
長
）
に

よ
る
コ
メ
ン
ト
を
受
け
て
総
合
討
議
を

行
っ
た
。
な
お
、司
会
は
櫻
井
義
秀
氏（
北

海
道
大
学
教
授
）に
お
願
い
し
た
。
以
下
、

内
容
を
紹
介
す
る
。

報
告
（
一
）「
中
国
共
産
党
の
宗
教
政
策
と

グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
」
川
田
進
氏
（
大
阪
工

業
大
学
教
授
）

川
田
氏
は
、
ま
ず
中
国
共
産
党
の
宗
教

政
策
を
概
観
し
、
文
化
大
革
命
後
に
宗
教

に
積
極
的
な
意
義
を
見
出
し
て
活
用
し
て

い
こ
う
と
す
る
方
向
性
が
見
ら
れ
る
と

し
、い
わ
ば
「
マ
ル
ク
ス
主
義
宗
教
観
の
中

国
化
」
が
進
行
し
つ
つ
あ
る
と
し
た
。
現

在
、
党
は
五
つ
の
宗
教
を
公
認
し
て
管
理

し
つ
つ
、
宗
教
組
織
と
交
渉
し
、
味
方
に

付
け
て
統
一
戦
線
を
構
築
し
よ
う
と
し
て

お
り
、
例
え
ば
習
近
平
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

経
済
圏
構
想
の
実
現
に
向
け
て
、
宗
教
界

を
活
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
指
摘
し

た
。
一
般
に
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
つ
い
て
は
、

チ
ベ
ッ
ト
亡
命
政
府
と
中
国
政
府
の
対
立

状
況
に
焦
点
が
合
わ
せ
ら
れ
る
傾
向
が
あ

る
が
、
社
会
主
義
社
会
に
対
応
し
て
党
と

協
力
関
係
を
築
い
て
い
る
高
僧
の
例
と
し

て
、
四
川
省
ラ
ル
ン
五
明
仏
学
院
の
ケ
ン

ポ
・
ソ
ダ
ジ
の
活
動
を
紹
介
し
た
。
他
方

で
、
青
海
省
コ
ン
ヤ
プ
寺
の
高
僧
ケ
ン
ポ
・

カ
ル
ツ
ェ
に
つ
い
て
は
、
党
に
協
力
し
つ
つ

妥
協
し
な
い
姿
勢
を
取
っ
た
が
、
チ
ベ
ッ

ト
人
の
権
利
擁
護
を
主
張
し
た
後
に
公
安

当
局
に
拘
束
さ
れ
た
と
述
べ
た
。
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報
告
（
二
）「
日
本
の
若
者
は
宗
教
を
ど
う

見
て
い
る
の
か
―
二
〇
年
に
わ
た
る
意
識

調
査
を
て
が
か
り
に
―
」井
上
順
孝
氏（
日

本
文
化
研
究
所
所
長
）

井
上
氏
は
、現
代
の
日
本
の
若
者
が
ど
の

よ
う
に
宗
教
を
見
て
い
る
か
を
、
実
態
調
査

に
基
づ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
と
し
て
、
ま

ず
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
か
ら
二
〇
一
五

（
平
成
二
十
七
）
年
ま
で
十
二
回
に
渡
っ
て

行
わ
れ
た
学
生
宗
教
意
識
調
査
に
つ
い
て

そ
の
概
要
を
紹
介
し
た
。
例
え
ば
神
棚
や

仏
壇
の
設
置
率
に
は
や
や
減
少
傾
向
が
見

ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
初
詣
や
墓
参
の
実
施

率
に
つ
い
て
は
わ
ず
か
な
が
ら
増
加
傾
向

が
見
ら
れ
る
な
ど
様
々
な
分
析
結
果
を
紹

介
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
つ
い
て
の
関
心
の
推

移
に
も
触
れ
、
更
に
オ
ウ
ム
真
理
教
に
つ
い

て
二
十
年
間
一
貫
し
て
高
い
関
心
が
保
持

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
上

で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
っ
て
、
例
え
ば
ム

ス
リ
ム
・
モ
ス
ク
の
増
加
な
ど
日
本
社
会
と

宗
教
の
関
わ
り
方
が
こ
れ
ま
で
と
は
異
な

る
新
た
な
局
面
を
迎
え
た
こ
と
を
指
摘
し
、

ま
た
そ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
宗
教
情
報

リ
テ
ラ
シ
ー
の
涵
養
が
重
要
で
あ
る
こ
と

を
述
べ
た
上
で
、二
〇
一
一（
平
成
二
十
三
）

年
に
設
立
さ
れ
た
宗
教
文
化
教
育
推
進
セ

ン
タ
ー
と
そ
の
活
動
を
紹
介
し
、
ま
た
そ
の

試
み
が
日
本
を
越
え
て
行
わ
れ
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
と
述
べ
た
。

報
告（
三
）"Religious"M
odernization"

and
C
hallenge

in
Post-w

arTaiw
an"

氏

W
ei-hsian

C
hi
（
Research

Fellow
,

Academ
ia
Sinica,Taiw

an）

Chi氏
は
ま
ず
、
戦
後
台
湾
の
宗
教
を

め
ぐ
る
基
本
的
な
状
況
を
概
観
し
て
以
下

の
三
点
を
指
摘
し
た
。
即
ち
第
一
に
、
大

陸
か
ら
渡
来
し
た
仏
教
が
台
湾
社
会
に
お

け
る
「
仏
教
」
理
解
を
作
り
替
え
た
こ
と
、

第
二
に
西
洋
か
ら
渡
来
し
た
様
々
な
キ
リ

ス
ト
教
が
、
競
い
合
い
な
が
ら
活
発
な
宣

教
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
第
三
に
一

九
七
〇
年
代
以
降
、
民
俗
宗
教
が
盛
ん
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
上
で
、
台
湾
に
お
け
る
宗
教
は
近
代

化
に
伴
う
社
会
変
動
に
ど
の
よ
う
に
対
応

す
べ
き
か
を
模
索
し
て
お
り
、
特
に
一
九

九
〇
年
代
後
半
以
降
、
以
下
の
三
点
が
特

徴
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

る
と
す
る
。
即
ち
第
一
に
、
宗
教
組
織
は

社
会
的
な
可
視
性
を
よ
り
意
識
す
る
よ
う

に
な
り
、
自
ら
の
社
会
の
中
に
お
け
る
機

能
、
役
割
を
自
覚
的
に
検
討
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
第
二
に
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ケ

ア
が
よ
り
盛
ん
に
、
か
つ
多
様
な
形
で
宗

教
的
活
動
と
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
第
三
に
、
宗
教
の
メ
デ
ィ
ア
化
で
あ

り
、メ
デ
ィ
ア
が
宗
教
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
変
容
さ
せ
た
だ
け
で
は
な
く
、

既
に
メ
デ
ィ
ア
は
宗
教
の
一
部
と
な
っ
て

い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
変
化
は
ま

た
、
ど
こ
ま
で
が
「
宗
教
」
で
あ
る
の
か
と

い
う
問
い
を
投
げ
か
け
て
い
る
と
し
た
。

報
告
（
四
）"C

hanges
in
the
C
hinese

Religious
Landscape

since
1999"

氏

Benjam
in
Penny

(Associate
P
rofessor,

A
ustralian

N
ational

U
niversity,Australia)

Penny
氏
は
、
ま
ず
現
在
の
中
華
人
民

共
和
国
に
お
け
る
宗
教
状
況
に
つ
い
て
、

中
国
共
産
党
が
社
会
調
和
の
維
持
や
そ
の

発
展
に
お
け
る
宗
教
の
意
義
を
承
認
し
、

そ
の
活
用
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
、
他
方
で
外
国
か
ら
の
影
響
の
排
除
な

ど
を
念
頭
に
置
い
て
、
宗
教
組
織
に
対
す

る
指
導
・
管
理
を
強
め
て
い
る
と
し
た
。

例
え
ば
、
法
制
度
上
の
変
化
に
触
れ
た
上

で
、
あ
る
宗
教
組
織
を
邪
教
と
し
て
非
合

法
化
す
る
権
利
を
党
が
保
持
し
て
い
る
と

し
、
法
輪
功
な
ど
幾
つ
か
の
組
織
を
紹
介

し
た
。
続
け
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
、
チ
ベ
ッ

ト
仏
教
、
カ
ト
リ
ッ
ク
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
の
現
況
を
概
観
し
、
そ
れ
ぞ
れ
隆
盛
し

て
い
る
と
同
時
に
、
そ
の
脅
威
を
認
識
し

て
い
る
党
に
よ
る
介
入
も
見
ら
れ
る
と
し

た
。
最
後
に
新
し
い
傾
向
と
し
て
、
よ
り

社
会
参
加
を
重
視
す
る
仏
教
が
台
湾
か
ら

も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
養
生
法
の
よ

う
な
世
俗
化
さ
れ
た
宗
教
実
践
が
熱
狂
的

に
支
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
更
に
易
や
中

国
医
学
な
ど
の
伝
統
的
で
あ
る
と
自
己
提

示
す
る
諸
実
践
が
大
衆
化
し
て
広
く
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。

全
体
を
通
し
て
、「
東
ア
ジ
ア
」
と
い
う

文
脈
を
、
そ
の
中
で
の
違
い
に
も
目
を
向

け
な
が
ら
考
え
て
い
く
必
要
性
と
同
時

に
、「
情
報
化
」
の
も
た
ら
す
影
響
や
そ
れ

に
伴
う
諸
問
題
、
ま
た
そ
れ
ら
に
ど
の
よ

う
に
対
処
し
て
い
く
か
を
検
討
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
が
議
論
さ

れ
、
今
後
も
研
究
交
流
・
意
見
交
換
を
続

け
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
が
了
解
さ
れ

た
。
最
終
的
に
、
百
名
ほ
ど
の
参
加
者
を

得
て
、充
実
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
な
っ
た
。

（
文
責
・
星
野
靖
二
）
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第
四
十
二
回

日
本
文
化
を
知
る
講
座

「
日
本
列
島
藝
能
史
」

講
座
の
概
要

当
機
構
が
主
催
し
、
渋
谷
区
教
育
委
員

会
の
後
援
を
得
て
実
施
す
る
「
日
本
文
化

を
知
る
講
座
」
は
、
旧
日
本
文
化
研
究
所

時
代
か
ら
数
え
て
四
十
二
回
目
を
迎
え

た
。
そ
の
目
的
は
、本
学
独
特
の
研
究
を
、

広
く
一
般
に
公
開
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

そ
こ
で
今
回
は
、
國
學
院
大
學
博
物
館
の

企
画
展
「
偶
像
（
ア
イ
ド
ル
）
の
系
譜
―

神
々
と
藝
能
の
一
万
年
―
」
(会
期
：
平
成

二
十
八
年
四
月
二
十
六
日
〜
六
月
十
二

日
)に
あ
わ
せ
て
、「
藝
能
」
の
考
古
学
・

歴
史
学
・
民
俗
学
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
座

を
企
画
し
た
。

各
回
の
講
演
者
は
、
奈
良
大
学
文
学
部

准
教
授
の
村
上
紀
夫
氏
(第
１
回
：
五
月
二

十
一
日
)、
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業

団
上
席
専
門
員
の
石
守
晃
氏
(第
２
回
：
五

月
二
十
八
日
)、
追
手
門
学
院
大
学
地
域
創

造
学
部
教
授
の
橋
本
裕
之
氏
(第
３
回
：
六

月
四
日
)、
そ
し
て
國
學
院
大
學
博
物
館
准

教
授
の
深
澤
太
郎
(第
４
回
：
六
月
十
一

日
)で
あ
る
。
発
表
者
の
意
図
を
汲
み
取

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
恐
れ
る
も
の
で

あ
る
が
、
各
回
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い

て
は
、
以
下
の
概
要
を
参
照
さ
れ
た
い
。

①
江
戸
時
代
の
大
道
芸

村
上
紀
夫
（
奈
良
大
学
准
教
授
）

当
講
座
の
ポ
ス
タ
ー
右
上
に
掲
げ
ら
れ

た
飴
売
の
土
平
は
、
奇
抜
な
姿
を
し
て
歌

を
歌
い
な
が
ら
飴
を
売
り
歩
い
て
い
た
十

八
世
紀
後
半
の
人
物
で
あ
る
。
従
来
の
日

本
芸
能
史
で
は
、
主
に
能
・
狂
言
・
浄
瑠

璃
・
歌
舞
伎
と
い
っ
た
メ
イ
ン
カ
ル
チ
ャ
ー

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
彼

ら
の
よ
う
な
「
雑
芸
能
」
な
ど
と
呼
ば
れ

て
き
た
人
々
こ
そ
、
過
去
の
人
々
の
感
性

や
、
時
代
の
空
気
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る

存
在
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で

本
講
座
で
は
、
脇
役
と
見
ら
れ
て
き
た
大

道
芸
を
取
り
上
げ
て
、
こ
れ
ま
で
サ
ブ
カ

ル
チ
ャ
ー
と
み
な
さ
れ
て
き
た
彼
ら
を
、

芸
能
史
の
中
に
位
置
付
け
て
い
き
た
い
。

今
や
、
目
に
す
る
こ
と
も
希
少
に
な
っ

た
大
道
芸
も
、
か
つ
て
は
当
た
り
前
の
光

景
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
二
百
年
ほ
ど
前

の
記
録
と
し
て
、
江
戸
幕
府
が
全
国
で
実

施
し
た
風
俗
習
慣
に
関
す
る
一
斉
調
査
の

回
答
に『
備
後
国
福
山
領
風
俗
問
答
状
答
』

が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
言
触
・
大
神
楽
・

越
後
獅
子
・
異
形
な
る
売
薬
師
…
な
ど
が

列
挙
さ
れ
、「
諸
国
同
様
に
徘
徊
往
来
仕

候
も
の
は
し
る
し
不
申
候
」
と
見
え
る
。

ま
た
、
Ｅ
・
Ｓ
・
モ
ー
ス
の
『
日
本
そ
の

日
そ
の
日
』
を
紐
解
け
ば
、
明
治
初
年
に

お
け
る
街
角
の
芸
能
者
た
ち
の
姿
が
記
録

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
大
道
芸
は
、

舞
台
芸
能
以
上
に
身
近
な
存
在
で
あ
っ
た

に
違
い
な
い
が
、
高
度
経
済
成
長
期
を
経

た
一
九
七
〇
年
代
に
な
る
と
、
住
環
境
の

変
化
や
、
娯
楽
の
多
様
化
な
ど
の
影
響
を

受
け
て
急
速
に
衰
退
し
て
い
っ
た
。

か
か
る
芸
能
者
に
は
、
貧
困
・
障
害
を

抱
え
た
乞
食
・
盲
人
の
ほ
か
、
半
僧
半
俗

の
道
心
者
や
、
面
倒
な
人
間
関
係
を
逃
れ

た
人
々
も
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
差
別
な

ど
の
消
極
的
理
由
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
へ

積
極
的
に
飛
び
込
ん
で
い
く
人
々
の
存
在

が
、「
芸
能
」
の
懐
の
広
さ
を
物
語
っ
て
い

る
。「
芸
」
に
活
き
ざ
る
を
得
な
い
人
々

の
居
場
所
＝
生
活
手
段
を
、
丸
ご
と
受
け

入
れ
る
社
会
が
許
容
さ
れ
る
か
否
か
は
、

近
世
・
近
代
・
現
代
と
は
何
か
、
と
い
う

問
題
と
も
通
底
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

大
道
芸
は
、
ウ
ケ
て
儲
か
ら
ね
ば
な
ら

な
い
た
め
、
流
行
の
変
化
に
あ
わ
せ
て
急

激
に
姿
を
変
え
て
い
く
。
史
料
が
少
な
い

だ
け
で
な
く
、
具
体
的
な
実
態
も
伝
承
さ

れ
て
お
ら
ず
、
芸
能
を
見
る
側
の
感
性
も

変
容
し
て
し
ま
っ
た
現
代
で
は
難
し
い
研

究
対
象
だ
が
、
単
な
る
芸
能
の
歴
史
で
は

な
く
、
政
治
・
権
力
・
民
衆
と
関
わ
っ
て

き
た
芸
能
者
の
歴
史
を
紐
解
い
て
い
く
こ

と
が
、こ
れ
か
ら
の
課
題
に
な
る
だ
ろ
う
。

②
古
代
日
本
の
芸
能
と
音
楽
の
考
古
学

石
守
晃
（
群
馬
県
埋
文
上
席
研
究
員
）

芸
能
・
音
楽
は
、文
化
財
の
区
分
で
言
え

ば
無
形
文
化
財
に
属
す
る
。
一
方
、
そ
も

そ
も
考
古
学
は
、
有
形
資
料
を
対
象
と
す

る
方
法
論
で
あ
り
、
遺
構
や
遺
物
な
ど
、
遺

跡
か
ら
出
土
し
た
資
料
に
基
づ
い
て
、
形

を
残
し
て
い
な
い
過
去
の
音
楽
を
研
究
す

る
の
が
「
音
楽
考
古
学
」
と
定
義
さ
れ
る
。

そ
の
主
要
な
研
究
対
象
で
あ
る
楽
器
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
後
期
旧
石
器
時
代
に
骨
笛

が
現
れ
、
中
国
の
新
石
器
時
代
に
骨
笛
や

塤
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
日
本
で
は
、

縄
文
時
代
前
期
の
土
鈴
が
古
い
。
一
般
に
、

音
楽
は
、
メ
ロ
デ
ィ
や
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
重

視
し
た
芸
術
性
が
評
価
さ
れ
、
そ
れ
を
奏

で
る
道
具
が
楽
器
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
こ
の
よ
う
な
定
義
を
、
古
代
の
楽
器
に

当
て
は
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
骨

髄
を
抜
く
た
め
に
孔
を
開
け
た
骨
が
笛
に

な
っ
た
り
、
石
器
製
作
の
動
作
が
リ
ズ
ム

を
刻
ん
だ
り
し
た
よ
う
に
、道
具
の「
転
用
」

が
楽
器
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
日
本
の
出
土
楽
器
に
は
、
ど
の
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よ
う
な
も
の
が
存
在
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

以
下
で
は
、
レ
プ
リ
カ
や
復
元
資
料
を
実

演
し
な
が
ら
、
そ
の
具
体
的
な
様
相
を
概

観
し
て
い
く
。
先
ず
、
縄
文
時
代
の
楽
器

と
言
わ
れ
る
遺
物
に
は
、
土
鈴
・
鹿
笛
や
、

縄
文
琴
(箆
状
木
製
品
)・
陶
鼓
(有
孔
鍔

付
土
器
)・
す
り
ざ
さ
ら
(刻
骨
)な
ど
が

あ
る
が
、
楽
器
か
否
か
疑
わ
し
い
も
の
も

あ
る
。
弥
生
時
代
に
は
、
や
ま
と
琴
や
陶

塤
が
現
れ
た
ほ
か
、
中
国
の
畜
鈴
に
由
来

す
る
銅
鐸
が
朝
鮮
半
島
か
ら
も
た
ら
さ
れ

た
。
古
墳
時
代
に
な
る
と
、
楽
器
そ
の
も

の
だ
け
で
な
く
、
埴
輪
に
楽
器
の
表
現
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
や
ま
と
琴
・
太

鼓
・
角
笛
・
四
つ
竹
・
鈴
・
弓
な
ど
の
音

具
が
実
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

記
紀
の
記
録
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
り
、

古
墳
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
神
事
・
儀
礼
・

宴
の
場
に
お
け
る
歌
舞
音
曲
の
様
子
も
う

か
が
い
知
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
考
古
資
料
の
中
に
も
多

様
な
楽
器
が
見
ら
れ
る
が
、
日
本
の
楽
器

は
、
音
律
が
調
節
さ
れ
た
中
国
殷
周
の
青

銅
器
な
ど
と
は
異
な
り
、
統
一
さ
れ
た
規

格
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
事
実
は
、
古
代

日
本
の
楽
器
が
合
奏
に
適
し
て
い
な
い
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
少
な
く
と
も
、
古
代

日
本
の
音
楽
は
、
歌
が
中
心
で
あ
り
、
音

律
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
音
そ
の
も
の
に

関
心
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
後
世
の
能

管
・
三
味
線
・
木
遣
り
の
よ
う
に
、
不
安

定
な
音
を
好
む
日
本
人
の
感
性
も
、
一
万

年
に
及
ぶ
縄
文
時
代
か
ら
育
ま
れ
て
き
た

特
質
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

③
何
が
芸
能
な
の
か

橋
本
裕
之
（
追
手
門
学
院
大
学
教
授
）

本
講
座
の
出
講
を
依
頼
さ
れ
た
際
に
、

「
芸
能
と
は
何
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
提
示

さ
れ
た
が
、
そ
れ
で
は
哲
学
的
な
堂
々
巡
り

に
終
始
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
む
し
ろ
、「
何

が
芸
能
な
の
か
」
と
い
う
問
い
を
立
て
る
こ

と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
芸
能
な
る
も
の
が
鮮
明

に
見
え
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

発
表
者
は
、
か
ね
て
よ
り
若
狭
の
王
の

舞
な
ど
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
こ

の
王
の
舞
は
、
邪
霊
を
払
い
道
行
く
先
を

鎮
め
る
た
め
に
行
わ
れ
た
呪
術
性
の
強
い

芸
能
で
あ
る
。
汚
穢
に
満
ち
溢
れ
た
京
の

穢
れ
を
祓
い
流
す
た
め
に
行
わ
れ
た
御
霊

会
に
お
い
て
も
、
疫
病
の
原
因
と
考
え
ら

れ
た
御
霊
を
慰
撫
す
る
芸
能
の
一
つ
と
し

て
演
じ
ら
れ
て
お
り
、
当
時
の
人
々
の
現

実
的
な
期
待
を
受
け
て
い
た
に
違
い
な

い
。
つ
ま
り
、
王
の
舞
は
、
不
特
定
多
数

の
人
間
が
集
ま
っ
て
く
る
中
世
都
市
と
し

て
の
京
都
の
あ
り
方
を
前
提
と
し
た
芸
能

な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
芸
能
に
と
っ
て

最
も
大
切
な
「
見
る
／
見
ら
れ
る
」
関
係

が
先
駆
的
に
見
ら
れ
る
の
が
、
恐
ら
く
都

市
と
い
う
場
な
の
だ
。

一
見
ま
る
で
異
な
る
も
の
の
よ
う
に
思

わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
か
つ
て
研
究
に

携
わ
っ
た
ス
ト
リ
ッ
プ
も
、「
見
る
／
見
ら

れ
る
」
関
係
の
中
に
あ
っ
た
。
こ
れ
も
、
民

俗
芸
能
や
大
衆
芸
能
な
ど
と
並
ぶ
、
芸
能
的

な
存
在
な
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
発
表
者

は
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
鵜
鳥
神
楽

(岩
手
県
久
慈
市
)の
復
興
支
援
に
も
携

わ
っ
て
お
り
、
今
で
は
見
ら
れ
る
側
で
あ
る

神
楽
衆
の
一
人
に
名
を
連
ね
て
い
る
。

さ
て
、
折
口
信
夫
も
、
芸
能
に
つ
い
て

「
見
せ
物
の
対
象
に
な
る
芸
が
芸
能
で
あ

る
」
(日
本
芸
能
史
)・「
日
本
の
芸
能
と
い

ふ
も
の
は
、
も
と
は
芸
能
と
し
て
の
形
を

も
つ
て
ゐ
な
か
つ
た
も
の
が
、
繰
り
返
し

て
行
は
れ
る
う
ち
に
だ
ん
だ
ん
芸
能
化
し

て
来
ま
し
た
」
(日
本
芸
能
史
六
講
)と
述

べ
て
い
る
。
ま
さ
に
、
観
客
の
発
生
に

よ
っ
て
、
祭
祀
か
ら
芸
能
が
生
ま
れ
る
の

だ
。
従
っ
て
、「
ま
れ
び
と
」だ
け
で
な
く
、

「
招
か
れ
ざ
る
客
」
が
来
訪
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
は
じ
め
て
芸
能
の
条
件
が
成
り

立
つ
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
何
が
芸
能
な
の
か
、
と
い
う

問
い
に
答
え
る
と
す
る
な
ら
ば
、「
見
る

／
見
ら
れ
る
」
関
係
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ

る
表
現
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
の

よ
う
な
関
係
を
あ
ら
し
め
る
諸
装
置
の
あ

り
方
や
、
芸
能
が
上
演
さ
れ
る
場
に
宿
っ

た
演
劇
的
想
像
力
の
所
在
を
突
き
止
め
て

い
く
こ
と
が
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

④
偶
像
の
系
譜

深
澤
太
郎
（
國
學
院
大
學
准
教
授
）

い
ま
、
國
學
院
大
學
博
物
館
で
開
催
し

て
い
る
「
偶
像
の
系
譜
」
展
は
、
現
代
の

ア
イ
ド
ル
に
は
じ
ま
り
、
浮
世
絵
に
描
か

れ
た
美
少
女
、
民
俗
芸
能
、
神
像
、
埴
輪
、

そ
し
て
土
偶
に
至
る
偶
像
の
具
体
例
を
列

挙
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
偶
像
」
と
は
何

か
を
問
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
講
座
で

は
、同
展
示
の
陳
列
品
を
紹
介
し
な
が
ら
、

「
偶
像
(ア
イ
ド
ル
)」
の
原
型
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
。

さ
て
、
二
十
一
世
紀
型
の
「
ア
イ
ド
ル
」

は
、「
会
い
に
行
け
る
」
こ
と
に
大
き
な
特

徴
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
か
か
る
二
十
一

世
紀
的
ア
イ
ド
ル
の
存
在
形
態
は
、
決
し

て
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、

十
八
世
紀
後
半
に
人
気
を
博
し
た
明
和
の

三
美
人
は
、
谷
中
や
浅
草
と
い
っ
た
聖
／

俗
の
境
界
に
あ
た
る
都
市
的
空
間
を
拠
点

と
し
、
彼
女
た
ち
が
勤
め
る
茶
屋
な
ど
に

多
く
の
フ
ァ
ン
が
訪
れ
た
。
そ
し
て
、
半

ば
神
格
化
さ
れ
た
絵
姿
を
含
む
浮
世
絵

が
、
彼
女
た
ち
の
人
気
を
再
生
産
し
て
い

く
。
つ
ま
り
、
フ
ァ
ン
と
の
関
わ
り
に
お

い
て
、
ア
イ
ド
ル
が
ア
イ
ド
ル
た
ら
し
め

ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
世
阿

弥
の
『
風
姿
花
伝
』
や
、
金
春
禅
竹
の
『
明

宿
集
』
に
よ
れ
ば
、
天
石
屋
神
話
に
見
え

る
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
ら
の
神
楽
が
、
猿
楽
の

淵
源
の
一
つ
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

ま
さ
に
神
に
「
会
い
に
行
く
」
技
術
が
、

日
本
芸
能
の
は
じ
ま
り
と
考
え
ら
れ
て
き

た
事
実
は
興
味
深
い
。

一
方
、
具
体
的
な
身
体
性
を
伴
う
「
偶

像
」
は
、
先
に
触
れ
た
浮
世
絵
や
芸
能
と

同
様
に
、「
い
ま
・
こ
こ
」
に
な
い
も
の
を

可
視
化
し
て
く
れ
る
。
人
類
は
、
旧
石
器

時
代
の
ビ
ー
ナ
ス
以
来
、
様
々
な
偶
像
を

生
み
出
し
て
き
た
。
し
か
し
、
日
本
列
島

に
お
い
て
は
、
な
ぜ
か
古
墳
時
代
に
崇
拝

対
象
と
し
て
の
偶
像
の
製
作
が
低
調
に
な

る
。
古
墳
時
代
は
、
か
つ
て
「
百
余
国
」

に
分
か
れ
て
い
た
倭
が
、
都
市
の
形
成
を

含
む
政
治
的
統
合
に
向
か
い
、
い
わ
ば
神

神
習
合
と
で
も
い
う
べ
き
宗
教
改
革
が
起

こ
っ
た
時
代
で
あ
る
。
そ
し
て
、
後
に
天

皇
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
大
王
ら
が
、

神
に
等
し
い
存
在
と
し
て
古
墳
に
葬
ら
れ

た
。
即
ち
、
人
間
が
、
目
に
見
え
ぬ
神
霊

の
器
と
し
て
の
役
割
を
担
う
風
習
が
支
配

的
に
な
っ
た
た
め
、
具
象
的
な
偶
像
の
製

作
が
低
調
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
仏
教
の

伝
来
に
伴
い
、
再
び
仏
像
を
は
じ
め
と
す

る
具
象
的
崇
拝
対
象
が
復
権
し
て
い
っ
た

が
、
超
越
的
な
も
の
と
出
会
う
た
め
の
儀

礼
は
、
次
第
に
芸
能
化
・
大
衆
化
し
つ
つ

も
、
現
代
の
日
本
文
化
の
底
流
に
あ
り
続

け
て
い
る
。

（
文
責
・
深
澤
太
郎
）
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二
十
一
世
紀
研
究
教
育
計
画
委
員
会
研
究
事
業

「「
古
事
記
学
」
の
構
築
」
活
動
報
告

は
じ
め
に

本
事
業
は
、
二
十
一
世
紀
研
究
教
育
計

画
（
第
三
次
）
で
提
起
さ
れ
た
、「
日
本
文

化
の
国
際
的
理
解
に
向
け
た
研
究
（
国
際

日
本
学
）
の
推
進
」
を
具
現
化
す
る
研
究

事
業
で
あ
り
、
日
本
文
化
の
根
幹
を
理
解

す
る
鍵
と
な
る
『
古
事
記
』
に
つ
い
て
、

國
學
院
に
お
け
る
従
来
の
研
究
成
果
を
ふ

ま
え
た
上
で
、
学
際
的
・
国
際
的
視
点
か

ら
理
解
し
、
本
学
独
自
の
「
古
事
記
学
」

の
構
築
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

本
学
で
は
皇
典
講
究
所
の
創
立
以
来
、

神
道
・
日
本
文
化
の
根
幹
に
関
わ
る
古
典

に
つ
い
て
の
研
究
が
継
続
し
て
行
わ
れ
て

き
た
。
な
か
で
も
『
古
事
記
』
に
つ
い
て

は
、
伝
統
的
に
は
国
学
の
総
合
性
の
も
と

に
文
学
や
神
道
学
を
は
じ
め
と
す
る
分
野

か
ら
の
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
た

め
、
本
学
に
お
け
る
『
古
事
記
』
研
究
は

近
代
人
文
学
が
専
門
分
化
す
る
な
か
に

あ
っ
て
も
、
分
野
を
超
越
し
た
研
究
が
出

来
る
状
況
が
整
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

ま
た
今
年
度
は
、
文
部
科
学
省
が
推
進

す
る
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事

業
選
定
校
四
〇
校
の
ひ
と
つ
に
本
学
が
選

ば
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
本
事
業
は
、

「『
古
事
記
学
』
の
推
進
拠
点
形
成
―
世
界

と
次
世
代
に
語
り
継
ぐ
『
古
事
記
』
の
先

端
的
研
究
・
教
育
・
発
信
―
」
と
し
て
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
節
目
の
年
と

な
っ
た
。

以
下
、
今
年
度
の
具
体
的
な
事
業
内
容

と
成
果
を
報
告
す
る
。

平
成
二
十
八
年
度
の
成
果

平
成
二
十
八
年
度
は
、
五
回
の
定
期
研

究
会
と
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
っ
た
。

研
究
会
の
日
程
と
内
容
は
以
下
の
通
り
で

あ
る
。

◯
第
一
回
（
五
月
二
十
五
日
、
十
六
時
〜

十
七
時
三
十
分
、
於
Ａ
Ｍ
Ｃ
五
階
会
議

室
〇
六
）

・「『
古
事
記
』
の
本
文
校
訂

（
三
貴

14

子
の
分
治
）」
谷
口
雅
博
氏
。

・
年
間
計
画
の
打
ち
合
わ
せ
。

◯
第
二
回
（
七
月
六
日
、
十
六
時
〜
十
七

時
、
於
Ａ
Ｍ
Ｃ
五
階
会
議
室
〇
六
）

・「『
古
事
記
』
の
本
文
校
訂

（
須
佐

15

之
男
命
の
昇
天
）」
谷
口
雅
博
氏
。

・
｢皇
典
講
究
所
・
國
學
院
の
神
職
養

成
と
古
事
記
」
武
田
幸
也
氏
。

◯
第
三
回
（
九
月
二
十
八
日
、
十
六
時
〜

十
七
時
三
十
分
、
於
Ａ
Ｍ
Ｃ
五
階
会
議

室
〇
六
）

・「『
古
事
記
』
の
本
文
校
訂

（
う
け

16

ひ
）」
谷
口
雅
博
氏
。

・「『
井
戸
の
中
の
男
』
の
ア
レ
ゴ
リ
ー

解
釈
の
発
展
に
つ
い
て
：
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
か
ら
仏
教
、イ
ス
ラ
ー
ム
へ
」

岩
瀬
由
佳
氏
。

◯
第
四
回
（
十
月
九
日
、
十
六
時
〜
十
七

時
、
於
Ａ
Ｍ
Ｃ
五
階
会
議
室
〇
六
）

・「『
古
事
記
』
祭
神
名
の
社
会
的
受
容

と
神
社
考
証
―
地
域
神
社
を
例
に

―
」
藤
本
頼
生
氏
。

◯
第
五
回
（
十
一
月
九
日
、
十
六
時
〜
十

七
時
、
於
Ａ
Ｍ
Ｃ
五
階
会
議
室
〇
六
）

・「
古
事
記
学
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
作

業
に
つ
い
て
」
鍛
谷
僚
氏
。

こ
れ
ら
の
研
究
会
で
は
本
学
准
教
授
の

谷
口
雅
博
氏
が
作
成
し
た
『
古
事
記
』
の

校
訂
本
文
・
訓
読
文
・
注
釈
を
も
と
に
参

加
者
か
ら
活
発
な
討
議
が
な
さ
れ
た
。
討

議
の
内
容
は
『
古
事
記
學
』
第
三
号
収
録

の
『
古
事
記
』
注
釈
や
同
注
釈
補
注
お
よ

び
論
考
に
反
映
さ
れ
る
。
な
お
今
年
度
よ

り
、
日
本
文
化
研
究
所
が
本
事
業
と
の
連

携
の
も
と
、『
古
事
記
』
注
釈
の
英
訳
事
業

を
開
始
し
た
。
既
年
度
分
の
注
釈
か
ら
随

時
英
訳
を
行
い
、
本
学
Ｈ
Ｐ
上
、
ま
た
本

事
業
の
成
果
報
告
論
集
で
あ
る
『
古
事
記

學
』
で
公
開
す
る
予
定
で
あ
る
。
学
術
的

な
立
場
か
ら
な
さ
れ
た
『
古
事
記
』
注
釈

の
英
訳
は
、
い
ま
だ
存
在
し
て
い
な
い
た

め
、
海
外
へ
『
古
事
記
』
研
究
を
拡
げ
て

い
く
う
え
で
大
き
な
意
味
を
持
つ
で
あ
ろ

う
。国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、「
神
話
の
詩

学
―
舞
・
歌
・
型
―
」
と
題
し
、
平
成
二

十
九
年
一
月
二
十
一
日
（
土
）
に
本
学
百

周
年
記
念
講
堂
に
て
開
催
さ
れ
た
。
神
話

を
テ
ー
マ
と
し
た
二
部
構
成
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
あ
り
、
第
一
部
は
福
岡
県
宮
地
嶽

神
社
よ
り
宮
司
の
浄
見
譲
氏
ほ
か
舞
い
手

の
人
々
を
招
き
、「
受
け
継
が
れ
る
神
話

的
世
界
―
宮
地
嶽
神
社
の
ツ
ク
シ
舞
と
巨

石
古
墳
」
と
題
し
て
同
社
で
行
わ
れ
て
い

る
ツ
ク
シ
舞
の
解
説
と
実
演
を
行
っ
た
。

解
説
は
宮
司
の
浄
見
氏
よ
り
「
ツ
ク
シ
舞

と
阿
曇
磯
良
」
と
題
し
て
宮
地
嶽
神
社
の

紹
介
や
、
ツ
ク
シ
舞
の
由
来
の
説
明
が
な

さ
れ
た
。
ツ
ク
シ
舞
は
舞
の
始
祖
と
言
わ

れ
る
阿
曇
磯
良
に
起
源
を
持
つ
と
い
う
。

こ
れ
ま
で
神
事
芸
能
と
し
て
人
目
に
触
れ

な
い
環
境
で
奉
納
さ
れ
て
い
た
が
、
近
年

は
ア
メ
リ
カ
で
も
公
演
が
な
さ
れ
る
な

ど
、
古
く
か
ら
続
く
貴
重
な
芸
能
を
な
る

べ
く
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
機
会
を

設
け
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
実
演
で

行
わ
れ
た
舞
の
演
目
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
。①

ツ
ク
シ
神
舞
「
秋
風
の
辞
」（
二
人

舞
）。

②
八
乙
女
舞
「
橘
」（
四
人
舞
）。

③
ツ
ク
シ
神
舞
「
浮
神
」（
一
人
舞
）。

第
二
部
は
「
神
話
の
詩
学
」
と
題
し
、

本
学
研
究
開
発
推
進
機
構
助
教
で
あ
る
渡

邉
卓
氏
と
フ
ラ
ン
ス
高
等
研
究
実
習
院

（
École
pratique
des
hautes
études）

教
授
の
ア
ラ
ン
・
ロ
シ
ェ
氏
に
よ
る
講
演

が
行
わ
れ
た
。
渡
邉
氏
か
ら
は
「
記
紀
歌

謡
の
世
界
」
と
題
し
た
『
古
事
記
』『
日
本

書
紀
』
歌
謡
の
解
説
が
行
わ
れ
た
。
ま
た

ロ
シ
ェ
氏
か
ら
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
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『
古
事
記
』
研
究
の
現
状
や
、
ポ
ス
ト
構
造

主
義
的
な
立
場
か
ら
の
『
古
事
記
』
に
対

す
る
見
解
に
つ
い
て
講
演
が
あ
っ
た
。

講
演
の
の
ち
に
は
、
本
学
研
究
開
発
推

進
機
構
准
教
授
の
平
藤
喜
久
子
氏
を
司
会

と
し
て
、
浄
見
氏
・
渡
邉
氏
・
ロ
シ
ェ
氏

の
三
氏
に
よ
る
公
開
討
論
が
行
わ
れ
、
活

発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
約
二
五
〇
名

の
来
聴
者
が
訪
れ
、
盛
況
の
う
ち
に
幕
を

閉
じ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
っ
た
。

成
果
の
公
開
に
つ
い
て

本
事
業
の
成
果
報
告
論
集
で
あ
る
『
古

事
記
學
』
は
、
今
年
度
で
第
三
号
を
迎
え

る
。
本
号
で
は
『
古
事
記
』
注
釈
、
昨
年

度
に
行
わ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
お
よ

び
パ
ネ
リ
ス
ト
の
講
演
内
容
、
二
本
の
論

考
、
翻
刻
一
本
、
そ
し
て
『
古
事
記
』
注

釈
の
英
訳
を
収
録
す
る
。
以
上
が
今
年
度

の
本
事
業
の
成
果
で
あ
る
。

私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業

私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業

は
、「
学
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
優

先
課
題
と
し
て
全
学
的
な
独
自
色
を
大
き

く
打
ち
出
す
研
究
に
取
り
組
む
私
立
大
学

な
ど
に
対
し
、
経
常
費
・
設
備
費
・
施
設

費
を
一
体
と
し
て
重
点
的
に
支
援
」
す
る

取
り
組
み
で
、タ
イ
プ
Ａ【
社
会
展
開
型
】、

タ
イ
プ
Ｂ
【
世
界
展
開
型
】
か
ら
な
り
、

本
事
業
は
タ
イ
プ
Ｂ
【
世
界
展
開
型
】
に

採
択
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
本
事
業
は
、
近
世
国
学
を

継
承
す
る
本
学
創
立
以
来
の
研
究
蓄
積
を

基
盤
に
、
二
十
一
世
紀
の
『
古
事
記
伝
』

編
纂
を
目
指
し
、『
古
事
記
』
を
人
類
共
通

の
遺
産
と
し
て
位
置
づ
け
、
日
本
文
化
の

独
自
性
と
普
遍
性
を
示
す
と
と
も
に
、
伝

統
文
化
継
承
の
担
い
手
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
平
成
二
十
九
年
度
に
向
け

て
次
の
事
業
を
展
開
し
た
。

①

世
紀
の
『
古
事
記
』
伝
編
纂

21本
学
の
神
道
学
・
文
学
・
歴
史
学
研
究

に
加
え
、
比
較
神
話
学
・
文
化
人
類
学
研

究
、
経
済
学
・
民
俗
学
的
研
究
を
反
映
さ

せ
た

世
紀
の
『
古
事
記
伝
』
と
な
り
う

21

る
注
釈
書
を
作
成
す
る
。

②『
古
事
記
』総
合
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
作
成

『
古
事
記
』
に
関
連
す
る
国
内
外
の
資

料
の
収
集
・
デ
ジ
タ
ル
化
を
始
め
、『
古
事

記
』
関
連
の
総
合
的
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
研

究
文
献
・
神
名
・
事
項
・
地
名
・
人
名
・

陵
墓
・
神
社
等
）
を
作
成
す
る
。

③『
古
事
記
』入
門
書
・『
こ
ど
も
古
事
記
』

編
纂

新
た
に
『
古
事
記
』
入
門
書
を
執
筆
・

編
集
し
、
一
般
向
け
の
魅
力
的
な
書
籍
を

提
供
す
る
。
ま
た
、
幼
児
・
初
等
教
育
に

活
用
で
き
る
テ
キ
ス
ト『
こ
ど
も
古
事
記
』

を
作
成
し
、
人
間
開
発
学
部
等
と
連
携
し

た
教
育
実
践
を
行
う
。

以
上
の
よ
う
な
事
業
を
通
し
て
、
世
界

と
次
世
代
に
『
古
事
記
』
を
語
り
継
ぐ
独

自
の
拠
点
を
形
成
し
、
日
本
文
化
の
新
た

な
る
創
造
と
発
展
に
本
学
が
寄
与
し
て
い

く
こ
と
を
目
指
す
。（

文
責
・
武
田
幸
也
）
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二
十
一
世
紀
研
究
教
育
計
画
委
員
会
研
究
事
業

「
地
域
・
渋
谷
か
ら
発
信
す
る
共
存
社
会
の
構
築
」
活
動
報
告

本
事
業
は
、
國
學
院
大
學
二
十
一
世
紀

研
究
教
育
計
画
委
員
会
の
決
定
に
基
づ

く
、
学
部
横
断
型
の
学
際
研
究
事
業
で
あ

り
、
本
学
が
立
地
す
る
渋
谷
を
研
究
領
域

と
す
る「
渋
谷
学
」、地
域
・
日
本
・
グ
ロ
ー

バ
ル
化
す
る
社
会
を
研
究
領
域
と
す
る

「
共
存
学
」
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
以
下
、
本

年
度
の
「
渋
谷
学
」、「
共
存
学
」
の
活
動

内
容
を
報
告
す
る
。

「
渋
谷
学
」
グ
ル
ー
プ

本
年
度
は
、昨
年
度
に
引
き
続
き
、現
在

進
行
中
の
再
開
発
事
業
を
見
据
え
な
が
ら
、

渋
谷
の
都
市
空
間
の
歴
史
的
な
変
遷
過
程

を
対
象
と
す
る
調
査
・
研
究
を
実
施
し
た
。

そ
の
成
果
は
、渋
谷
の「
に
ぎ
わ
い
空
間
」

の
形
成
過
程
を
テ
ー
マ
に
学
内
外
の
研
究

者
が
執
筆
す
る
『
渋
谷
学
叢
書
５

渋
谷

に
ぎ
わ
い
空
間
を
科
学
す
る
』（
雄
山
閣
、

平
成
二
十
九
年
三
月
）
に
掲
載
さ
れ
る
。

同
書
「
第
一
編
〈
に
ぎ
わ
い
〉
空
間
の

形
成
」
に
は
、
渋
谷
の
「
に
ぎ
わ
い
空
間
」

の
基
盤
と
な
っ
た
都
市
空
間
の
形
成
過
程

を
論
じ
る
以
下
の
四
本
の
論
考
を
収
め

る
。「
宮
邸
と
渋
谷
―
梨
本
宮
家
を
中
心

に
―
」（
内
山
京
子
）、「
代
々
木
練
兵
場
の

社
会
史
」（
吉
田
律
人
）、「
國
學
院
と
校
地

「
渋
谷
」
―
大
学
の
歴
史
と
文
教
地
区
の
形

成
―
」（
渡
邉
卓
）、「
渋
谷
駅
前
の
戦
災
復

興
―
駅
前
広
場
・
闇
市
・
再
開
発
―
」（
石

榑
督
和
）。「
第
二
編
〈
に
ぎ
わ
い
〉
の
背

景
、
行
政
・
衛
生
・
防
災
」
に
は
、
渋
谷
の

「
に
ぎ
わ
い
空
間
」
を
維
持
す
る
仕
組
と
し

て
の
行
政
・
衛
生
・
防
災
の
具
体
的
取
組

を
考
察
す
る
以
下
の
三
本
の
論
考
を
収
め

る
。「
戦
後
渋
谷
区
の
総
合
計
画
―
昭
和

四
八
年
「
渋
谷
区
長
期
基
本
計
画
」
を
中

心
に
―
」（
手
塚
雄
太
）、「
戦
後
の
渋
谷
区

に
お
け
る
鼠
駆
除
の
変
遷
」（
高
橋
奈
津

子
）、「
渋
谷
の
防
災
・
減
災
と
宗
教
文
化
」

（
黒
﨑
浩
行
）。「
第
三
編
〈
に
ぎ
わ
い
〉

か
ら
み
た
祝
祭
空
間
」
に
は
、
渋
谷
の
「
に

ぎ
わ
い
空
間
」
の
実
例
や
そ
の
特
徴
を
分

析
す
る
以
下
の
四
本
の
論
考
を
収
め
る
。

「
渋
谷
の
花
街
と
芸
妓
」（
半
戸
文
）、「
渋

谷
の
都
市
祭
り
と
地
域
社
会
―
神
田
祭
と

の
比
較
を
交
え
て
―
」（
秋
野
淳
一
）、「
イ

メ
ー
ジ
と
現
実
の
渋
谷
―
外
来
者
と
生
活

者
か
ら
み
る
渋
谷
の
空
間
―
」（
髙
久
舞
）、

「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ｕ
Ｙ
Ａ
に
聖
地
は
似
合
わ
な

い
―
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
「
聖
地
巡

礼
」
と
渋
谷
―
」（
飯
倉
義
之
）。

ま
た
、
昭
和
三
〇
年
代
の
國
學
院
に
通

学
し
て
い
た
九
人
の
女
性
へ
の
聞
き
取
り

調
査
を
実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
時
代

に
お
け
る
渋
谷
や
國
學
院
に
関
す
る
記
憶

を
記
録
化
し
て
、『
渋
谷
聞
き
が
た
り
４

セ
ピ
ア
色
の
こ
ろ
―
昭
和
三
〇
年
代
の
國

學
院
女
子
学
生
―
』（
平
成
二
十
九
年
二

月
）
を
刊
行
す
る
。

公
開
研
究
会
と
し
て
は
、
第
一
回
渋
谷

学
研
究
会
「
現
代
社
会
と
民
俗
学
―
民
俗

学
の
可
能
性
を
考
え
る
―
」
を
平
成
二
十

八
年
七
月
二
日
に
開
催
し
（
発
題
者
等
は

彙
報
参
照
。
以
下
同
）、
そ
の
記
録
を
平

成
二
十
九
年
二
月
刊
行
の
『
都
市
民
俗
研

究
』
第
二
十
二
号
に
掲
載
す
る
。
ま
た
、

『
渋
谷
学
叢
書
５
』
に
関
連
し
て
、
第
二

回
渋
谷
学
研
究
会
「〈
に
ぎ
わ
い
〉
か
ら
渋

谷
を
科
学
す
る
」
を
平
成
二
十
八
年
八
月

一
日
に
開
催
し
、
叢
書
執
筆
者
の
研
究
報

告
及
び
討
論
を
実
施
し
た
。

そ
の
他
、学
部
の
オ
ム
ニ
バ
ス
授
業「
総

合
講
座
（
渋
谷
学
）」
を
平
成
二
十
八
年
度

後
期
に
開
講
し
た
ほ
か
、
再
開
発
事
業
を

見
据
え
な
が
ら
、
過
去
と
未
来
の
「
渋
谷

ら
し
さ
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
平
成
二
十

七
年
十
二
月
十
二
日
に
開
催
し
た
第
四
回

渋
谷
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
渋
谷
ら
し
さ
の

近
未
来
」
を
基
に
、『
別
冊
渋
谷
学
ブ
ッ
ク

レ
ッ
ト

渋
谷
ら
し
さ
の
近
未
来
』（
平
成

二
十
八
年
十
一
月
）
を
編
集
・
刊
行
し
た
。

「
共
存
学
」
グ
ル
ー
プ

東
日
本
大
震
災
以
降
、
被
災
地
調
査
を

継
続
的
に
実
施
し
て
き
た
「
共
存
学
」
グ

ル
ー
プ
で
は
、
引
き
続
き
被
災
地
調
査
を

実
施
し
た
ほ
か
、「
多
文
化
世
界
」
を
テ
ー

マ
と
す
る
研
究
会
を
開
催
し
、
学
外
の
執

筆
者
に
も
協
力
を
得
て
、『
共
存
学
４
：
多

文
化
世
界
の
可
能
性
』（
弘
文
堂
、
平
成
二

十
九
年
三
月
）
を
刊
行
す
る
。

同
書
「
第
一
部

グ
ロ
ー
バ
ル
世
界
に

お
け
る
共
存
の
諸
相
」に
は
、世
界
の
様
々

な
場
所
に
お
け
る
「
共
存
」
の
在
り
方
や

模
索
の
実
際
を
検
討
す
る
以
下
の
五
本
の

論
考
を
収
め
る
。「
音
楽
文
化
に
み
る
現

代
フ
ラ
ン
ス
の
移
民
と
郊
外
―
告
発
の

声
、
融
和
へ
の
模
索
―
」（
笠
間
直
穂
子
）、

「
イ
ス
ラ
ー
ム
と
の
多
様
な
「
共
存
」
―
マ

レ
ー
シ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
、
日
本
に
お
け
る

ム
ス
リ
ム
女
性
―
」（
安
達
智
史
）、「
共
存

の
歴
史
と
し
て
描
か
れ
た
も
の
―
ポ
ー
ラ

ン
ド
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
歴
史
博
物
館
―
」（
加

藤
久
子
）、「
台
湾
の
多
文
化
共
存
か
ら「
歴

史
」
を
考
え
る
―
文
化
財
保
存
の
現
場
か

ら
―
」（
武
知
正
晃
）、「
中
国
ナ
シ
族
の
過

去
と
現
在
―
急
速
な
観
光
地
化
に
ゆ
れ
る

生
き
様
と
「
共
存
」
―
」（
黒
澤
直
道
）。

「
第
二
部

日
本
・
歴
史
・
宗
教
と
共
存
す

る
世
界
」
に
は
、
日
本
に
お
け
る
文
化
・

宗
教
の
共
存
を
巡
る
様
々
な
課
題
を
検
討

す
る
以
下
の
三
本
の
論
考
を
収
め
る
。

「
文
化
と
し
て
の
神
道
と
多
元
主
義
」（
松

本
久
史
）、「「
多
文
化
共
生
」
と
宗
教
を
め

ぐ
る
研
究
が
切
り
開
く
地
平
」（
高
橋
典

史
）、「
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
新
宗
教
と
共

存
へ
の
模
索
―
越
境
す
る
宗
教
に
み
ら
れ

る
適
応
戦
略
の
事
例
―
」（
杉
内
寛
幸
）。

「
第
三
部

グ
ロ
ー
バ
ル
変
動
下
で
共
存

を
模
索
す
る
試
み
」
に
は
、
変
動
す
る
世

界
動
向
を
展
望
し
、
今
後
の
世
界
に
お
け

る
「
共
存
」
の
在
り
方
を
検
討
す
る
以
下

の
四
本
の
論
考
を
収
め
る
。「
ト
ラ
ン
プ

時
代
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
多
文
化
主

義
」（
ヘ
ィ
ヴ
ン
ズ
・
ノ
ル
マ
ン
）、「
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
世
俗
性
を
め
ぐ
る
断
想
―
社

会
的
共
存
と
の
か
か
わ
り
を
考
え
る
―
」

（
菅
浩
二
）、「
多
文
化
主
義
・
社
会
関
係
資

本
・
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
―
新
し
い「
共

存
」
イ
メ
ー
ジ
を
求
め
て
―
」（
茢
田
真

司
）、「
持
続
可
能
な
発
展
と
多
文
化
世
界

―
環
境
・
平
和
・
人
権
・
多
様
性
を
め
ぐ

る
新
動
向
―
」（
古
沢
広
祐
）。

そ
の
他
、学
部
の
オ
ム
ニ
バ
ス
授
業「
國

學
院
の
学
問
（
共
存
学
）」
を
平
成
二
十
八

年
度
前
期
に
開
講
し
、「
地
域（
ロ
ー
カ
ル
）

と
世
界
（
グ
ロ
ー
バ
ル
）
を
学
ぶ
：
共
存

学
の
問
い
」
を
テ
ー
マ
に
、
個
々
の
研
究

成
果
が
教
育
に
還
元
さ
れ
た
。
な
お
、
平

成
二
十
九
年
三
月
一
日
に
は
、
安
達
智
史

氏
（
近
畿
大
学
総
合
社
会
学
部
講
師
）
を

迎
え
て
、
共
存
学
公
開
研
究
会
「
多
文
化

世
界
の
可
能
性
」
を
実
施
す
る
予
定
で
あ

る
。

（
文
責
・
宮
本
誉
士
）
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平
成
二
十
八
年
度

國
學
院
大
學
博
物
館
活
動
報
告

一
、
活
動
報
告

平
成
二
十
八
年
度
は
、
博
物
館
の
展
示

公
開
と
し
て
特
別
展
一
回
、企
画
展
六
回
、

特
集
展
示
を
五
回
、
西
南
学
院
大
学
博
物

館
（
福
岡
県
）
と
当
館
間
の
研
究
協
力
協

定
に
基
づ
く
相
互
貸
借
特
集
展
示
を
六
回

開
催
し
た
。
ま
た
、本
年
度
も
文
化
庁「
地

域
の
核
と
な
る
美
術
館
・
歴
史
博
物
館
支

援
事
業
」
に
採
択
さ
れ
た
「
東
京
・
渋
谷

か
ら
日
本
の
文
化
・
こ
こ
ろ
を
国
際
発
信

す
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
連
携
事
業
」（
以
下
、

連
携
事
業
）
を
展
開
・
推
進
し
た
（

頁
12

を
参
照
）。

二
、
展
示
公
開

【
特
別
展
・
企
画
展
・
特
集
展
示
】（
表
１
）

・
特
別
展
「
火
焔
型
土
器
の
デ
ザ
イ
ン
と

機
能
Jom
onesqueJapan
2016」（
展
示

図
録
刊
行
）、
会
期
：
平
成
二
十
八
年
十
二

月
十
日
〜
平
成
二
十
九
年
二
月
五
日
。
主

催
：
当
館
、
信
濃
川
火
焔
街
道
連
携
協
議

会
、
新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
。
後
援
：
毎

日
新
聞
社
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ジ
ョ
ー
モ
ネ
ス

ク
ジ
ャ
パ
ン
。
※
本
特
別
展
及
び
関
連
企

画
実
施
に
は
、
信
濃
川
火
焔
街
道
連
携
協

議
会
が
、
平
成
二
十
八
年
度
文
化
芸
術
振

興
費
補
助
金（
日
本
遺
産
魅
力
発
信
事
業
）

を
受
け
た
。

・
企
画
展
「
偶
像
（
ア
イ
ド
ル
）
の
系
譜

神
々
と
藝
能
の
一
万
年
」（
展
示
図
録
刊

行
）、
会
期
：
平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
六

日
〜
六
月
十
二
日
。
主
催
：
当
館
。
後

援
：
毎
日
新
聞
社
。

・
企
画
展
「
古
文
書
で
〈
つ
な
ぐ
〉
江
戸

時
代
」、
会
期
：
平
成
二
十
八
年
六
月
十
七

日
〜
七
月
十
六
日
。
主
催
：
当
館
。

・
企
画
展
「
國
學
院
大
學
学
び
へ
の
誘
い

『
江
戸
文
学
の
世
界
―
江
戸
戯
作
と
庶
民

文
化
―
』（
展
示
図
録
刊
行
）、
会
期
：
平

成
二
十
八
年
七
月
十
九
日
〜
八
月
二
十
八

日
。
主
催
：
國
學
院
大
學
。
後
援
：
渋
谷

区
、
毎
日
新
聞
社
、
國
學
院
大
學
若
木
育

成
会
、
一
般
財
団
法
人
國
學
院
大
學
院
友

会
。

・
企
画
展
「
武
蔵
国
高
麗
郡
建
郡
１
３
０

０
年

日
本
に
根
付
い
た
渡
来
人
―
高
麗

郡
と
高
麗
神
社
―
」、
会
期
：
平
成
二
十
八

年
九
月
三
日
〜
十
月
十
日
。
主
催
：
当
館
、

高
麗
神
社
。
後
援
：
毎
日
新
聞
社
。

・
企
画
展
「
祭
礼
行
列
―
渡
る
神
と
人
―
」

会
期
：
平
成
二
十
八
年
十
月
十
五
日
〜
十

二
月
四
日
。
主
催
：
当
館
。
後
援
：
毎
日

新
聞
社
。

・
企
画
展
「
祭
祀
と
神
話
―
神
道
入
門
―
」

会
期
：
平
成
二
十
九
年
二
月
十
一
日
〜
四

月
九
日
。
主
催
：
当
館
。

・
特
集
展
示
は
表
１
を
参
照
。

三
、
教
育
普
及

教
育
普
及
事
業
で
は
、
展
示
公
開
事
業

と
連
動
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
、
講
演
会
、
上
映
会
等
に
加

え
、
連
携
事
業
に
参
画
す
る
連
携
館
や
外

部
の
施
設
・
団
体
と
協
力
し
、
各
種
展
示

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等

を
実
施
し
た
（
詳
細
は
表
１
及
び

頁
を

12

参
照
）。

四
、
環
境
整
備
・
営
繕

こ
の
他
、
ロ
ー
ケ
ー
ス
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や

免
震
展
示
ケ
ー
ス
の
配
備
、
大
型
ス
ク

リ
ー
ン
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
営
繕
、
コ
イ
ン

ロ
ッ
カ
ー
の
設
置
等
、
設
備
の
充
実
化
を

図
っ
た
。

今
年
度
入
館
者
数
は
、
平
成
二
十
九
年

一
月
末
日
現
在
、
五
万
四
千
人
を
超
え
、

前
年
度
の
入
館
者
数
約
四
万
五
千
人
を
大

幅
に
上
回
り
、
現
在
も
記
録
を
更
新
し
て

い
る
。
今
後
も
本
学
の
研
究
・
学
術
資
料

の
公
開
を
中
心
に
、
さ
ら
な
る
國
學
院
大

學
の
魅
力
を
発
信
で
き
る
博
物
館
運
営
を

目
指
し
て
い
く
。

（
文
責
・
國
學
院
大
學
博
物
館
）
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コンサート

12/17 石原正敏（十日町市博物館）、1/21 佐藤信之
（津南町教育委員会）・斎藤孝太郎（エレキチェロ
奏者）、1/28 小熊博史（長岡市立科学博物館）、2/4
宮尾亨（新潟県立歴史博物館）

Museum Talk

国際縄文フォーラム火焔街道往来2016「中期縄文
土器の過剰なデザインと多様な第二の道具」
12/10【基調講演】谷口康浩（本学教授）、河 仁秀
（韓国釜山近代歴史館館長）
12/11 【報告討論】阿部昭典（千葉大学）、菅野智
則（東北大学）、領家玲美（相模原市教育委員会）、
水ノ江和同（文化庁）、イローナ・バウシュ（東京大
学）、石井匠（当館学芸員）、今福利恵（山梨県埋蔵
文化財センター）【講話】小林達雄（本学名誉教授）

フォーラム

火焔型土器のデザインと機能 Jomonesque
Japan 2016 (H28.12/10～H29.2/5)

特
別
展

関連事業展示(会期)

ブロガー
内覧会國學院大學学びへの誘い「江戸文学の世界

江戸戯作と庶民文化」 (H28.7/19～8/28)

6/18、7/2 根岸茂夫 （本学教授）Museum Talk古文書で〈つなぐ〉江戸時代(H28.6/17～7/16)

5/21 村上紀夫（奈良大学准教授）、深澤太郎
5/28 石守晃（群馬県埋蔵文化財調査事業団上席専
門員）、深澤太郎

Special
Museum Talk

5/7 深澤太郎（本学准教授）・石井匠、5/14 藤澤紫
（本学教授）Museum Talk

偶像（アイドル）の系譜 神々と藝能の一万
年 (H28.4/26～6/12)

企
画
展

12/10、1/21 斎藤孝太郎（エレキチェロ奏者）

Museum Talk
祭礼行列 渡る神と人 (H28.10/15～12/4)

9/24 高麗文康（高麗神社宮司）・深澤太郎Museum Talk

9/3 渡来文化 ネットワーク・サミット in東京「東
アジアの国際交流－古代から未来へ－」【記念講
演】山崎雅稔（本学助教）、田中史生（関東学院大
学教授）
【事例発表】森川裕一（奈良県明日香村村長）、各
地域団体事例発表

シンポジウム武蔵国高麗郡建郡1300年 日本に根付いた渡
来人 高麗郡と高麗神社 (H28.9/3～10/10)

7/30、8/27 中村正明Museum Talk
7/20 中村正明（本学准教授）

Museum Talk大津絵の展示 (H28.7/4～7/10)
--教派神道連合会共催 登拝と行(H28.6/1～6/30)

特
集
展
示

2/25 渡邉卓(本学助教)、3/4 岡田莊司（本学教授）、
3/18 大東敬明、4/1 渡邉卓Museum Talk祭祀と神話 神道入門 (H29.2/11～4/9)

11/5、11/20民俗誌映像「祭りに生きる 京都の鉾
差し」上映上映会

10/22 鈴木聡子（本学助教）、10/29 大東敬明（本
学准教授）、11/12 笹生衛（本学教授・当館館長）、
12/3,4 大東敬明

-八幡さま (H28.9/17～10/10)

9/10 近藤ようこ（漫画家）、9/17 小川直之（本学
教授）、9/24 近藤ようこ・小川直之Museum Talk

9/17 辰巳正明（本学名誉教授）、10/8 持田叙子（日
本近代文学研究者、本学兼任講師）講演会
9/17 長編アニメーション映画『死者の書』映画上映会

生誕130年記念 特集展示 折口信夫と『死者
の書』 (H28.9/3～10/10)

7/7 クリストフ・マルケ（国立東洋言語文化大学教授）

描かれた『DEJIMA－出島－』 (H28.7/25～11/11) 会場：國學院大學博物館
山岳霊場の考古学 (H28.5/26～9/27) 会場：西南学院大学博物館
ICON－キリスト教の聖像画－ (H28.4/24～7/23) 会場：國學院大學博物館國

學
院
×
西
南
学

院
相
互
貸
借

特
集
展
示

11/19 世界の宗教を知るワークショップＰａｒ
ｔ．2 「ヨガで知るインド－インドの信仰と哲学
の世界－」＊ アルン・クマール・ヴァガイ(ヨガ
指導者)、陣内理良(当館学芸員)

ワーク
ショップインドの祈りと神々 (H28.10/29～12/6)＊

-

「神道」の原型－古墳時代における祭祀遺跡－ (H29.1/27～5/24) 会場：西南学院大学博物館
キリスト教信仰のかたち－祈りの道具に見る多様性－ (H28.11/13～H29.3/1) 会場：國學院大學博物館
漢代の世界観－鏡と明器に見る古代中国文化－ (H28.9/27～H29.1/27) 会場：西南学院大学博物館

表１ 平成28年度 展示公開と教育普及

＊は、東京・渋谷から日本の文化・こころを国際発信するミュージアム連携事業

表２ 平成28年度
入館者数

月 （名）
4月 4,670
5月 6,459
6月 5,598
7月 7,021
8月 3,726
9月 5,361
10月 6,511
11月 4,677
12月 3,472
1月 7,227
合計 54,722
平成29年1月末日現在
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平
成
二
十
八
年
度

文
化
庁
「
地
域
の
核
と
な
る
美
術
館
・
歴
史
博
物
館
支
援
事
業
」

東
京
・
渋
谷
か
ら
日
本
の
文
化
・
こ
こ
ろ
を
国
際
発
信
す
る

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
連
携
事
業
・
報
告

一
、
事
業
の
目
的

本
事
業
は
、
平
成
二
十
六
年
度
の
文
化

庁
「
地
域
と
共
働
し
た
美
術
館
・
歴
史
博

物
館
創
造
活
動
支
援
事
業
」
に
よ
る
「
東

京
・
渋
谷
か
ら
日
本
の
文
化
を
発
信
す
る

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
連
携
事
業
」
を
発
展
的
に

推
進
す
る
た
め
、
平
成
二
十
七
年
度
に
引

き
続
き
採
択
さ
れ
た
、
平
成
二
十
八
年
度

文
化
庁
「
地
域
の
核
と
な
る
美
術
館
・
歴

史
博
物
館
支
援
事
業
」
の
「
東
京
・
渋
谷

か
ら
日
本
の
文
化
・
こ
こ
ろ
を
国
際
発
信

す
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
連
携
事
業
」
を
実
施

す
る
も
の
で
あ
る
。

國
學
院
大
學
博
物
館
を
中
核
館
と
し
、

渋
谷
区
・
山
種
美
術
館
・
東
洋
文
庫
と
、

本
年
度
よ
り
新
た
な
構
成
団
体
と
し
て
日

仏
会
館
・
フ
ラ
ン
ス
国
立
日
本
研
究
セ
ン

タ
ー
と
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年

総
合
セ
ン
タ
ー
を
加
え
た
國
學
院
大
學
博

物
館
地
域
共
働
連
携
事
業
実
行
委
員
会

（
実
行
委
員
長
・
赤
井
益
久
学
長
）
が
実
施

す
る
事
業
で
あ
る
。
本
事
業
は
こ
れ
ま
で

の
事
業
同
様
、
連
携
館
相
互
の
知
的
・
物

的
資
源
の
活
用
と
交
流
を
図
り
、
文
化
の

発
展
や
地
域
社
会
の
振
興
、
学
術
研
究
の

向
上
、
人
材
育
成
、
生
涯
教
育
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
本
年
度
は
、
過

去
二
年
間
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
事
業
展

開
が
一
層
円
滑
に
な
っ
て
き
た
渋
谷
界
隈

の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
連
携
や
、
国
際
的
連
携

拠
点
の
構
築
を
基
盤
と
し
て
、
地
域
と
世

界
を
結
び
付
け
、
相
互
の
文
化
理
解
を
促

進
し
、
世
界
に
開
か
れ
た
文
化
都
市
・
渋

谷
の
形
成
に
資
す
る
こ
と
を
更
な
る
目
的

と
し
て
実
施
し
た
。

以
下
に
示
す
㈠
〜
㈣
ま
で
の
事
業
は
、

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
外
国
人
を
誘
引
し
た
う

え
で
、
日
本
文
化
研
究
発
信
の
国
際
的
連

携
拠
点
を
、
当
館
を
中
心
と
す
る
渋
谷
地

域
に
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
さ
ら

に
、
日
本
文
化
・
渋
谷
文
化
の
普
及
や
日

本
文
化
と
異
文
化
の
相
互
の
送
受
信
を
試

み
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
が
相
互

に
補
助
し
あ
う
関
係
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
業
フ
ロ
ー
の
構
築
は
、

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
よ
る
教
育
・
普
及
コ
ン

テ
ン
ツ
を
充
実
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
特

に
訪
日
外
国
人
の
増
加
を
見
据
え
た
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
向
け
た
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を

提
供
す
る
こ
と
も
目
指
し
た
。

以
上
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
に
お
け
る
展
示
活
動
を
背
景
と
し

て
、
外
国
人
向
け
サ
ー
ビ
ス
と
、
来
館
者

の
日
本
文
化
・
異
文
化
体
験
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
が
、
平
成
二
十
八
年
度
内
に
期
待

さ
れ
る
主
な
効
果
と
目
的
で
あ
っ
た
。

二
、
事
業
の
概
要

本
事
業
は
四
つ
の
事
業
の
柱
で
構
成
さ

れ
、
以
下
に
そ
の
概
要
と
報
告
を
示
す
。

㈠
「
外
国
人
来
館
者
へ
の
対
応
サ
ー
ビ

ス
向
上
と
館
内
環
境
の
充
実
」事
業（
区

分
：「
多
言
語
化
に
よ
る
国
際
発
信
」）

本
事
業
は
、
中
核
館
と
そ
の
近
隣
に
あ

る
連
携
館
に
お
い
て
、
来
館
し
た
外
国
人

に
よ
る
資
料
・
作
品
理
解
を
支
援
す
る
た

め
に
、
展
示
環
境
や
情
報
発
信
機
能
の
多

言
語
対
応
力
を
と
も
に
向
上
さ
せ
て
い
く

連
携
事
業
で
あ
る
。
多
言
語
化
は
平
成
二

十
六
年
度
か
ら
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
昨
年
度
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
館
内
サ

イ
ン
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
が
本
格
的
に
行
わ
れ
、
本
年
度
は
、

そ
れ
ら
を
基
盤
に
し
た
事
業
の
一
層
の
推

進
が
図
ら
れ
た
。

具
体
的
に
は
、
①
中
核
館
に
お
い
て
、

新
た
に
雇
用
し
た
ネ
イ
テ
ィ
ブ
外
国
人
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
外
国
語
サ
ー
ビ
ス
力
の
向

上
を
試
み
た
。
同
ス
タ
ッ
フ
は
、
館
内
の

様
々
な
案
内
や
解
説
の
翻
訳
業
務
の
ほ

か
、
各
企
画
展
の
案
内
文
、
解
説
シ
ー
ト

の
翻
訳
業
務
を
行
い
、
こ
れ
に
よ
り
本
年

度
の
多
く
の
企
画
展
が
外
国
語
で
の
解
説

シ
ー
ト
対
応
が
可
能
と
な
っ
た
。
し
か

し
、
英
語
に
よ
る
外
国
人
来
館
者
の
案
内

業
務
や
学
芸
員
の
外
国
語
能
力
開
発
の
支

援
に
関
し
て
は
次
年
度
の
課
題
と
し
て

残
っ
た
。

②
山
種
美
術
館
で
は
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
、
展
覧
会
で
の
多
言
語
解
説
環
境
の

さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
事
業
を
実
施
し
、

外
国
人
へ
の
日
本
文
化
理
解
の
推
進
に
努

め
た
。

③
ま
た
、
中
核
館
で
あ
る
國
學
院
大
學

博
物
館
は
先
史
時
代
か
ら
近
代
に
至
る
日

本
文
化
を
研
究
し
、
そ
の
成
果
を
展
示
に

反
映
さ
せ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
事
業
で

は
博
物
館
と
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

公
開
予
定
の
資
料
に
関
す
る
調
査
を
行

い
、
新
た
な
知
見
と
最
新
の
画
像
取
得
を

試
み
た
。
こ
れ
に
よ
り
今
後
、
展
示
パ
ネ

ル
や
資
料
解
説
に
、
そ
の
内
容
を
多
言
語

化
と
と
も
に
反
映
さ
せ
、
様
々
な
母
国
語

を
持
つ
来
館
者
・
サ
イ
ト
閲
覧
者
に
対
応

し
て
い
く
準
備
が
進
め
ら
れ
た
。

㈡
「
博
物
館
を
核
に
し
た
地
域
の
文
化

交
流
」
事
業
（
区
分
：「
地
域
と
と
も
に

あ
る
美
術
館
・
歴
史
博
物
館
」）

本
事
業
は
、
事
業
参
画
機
関
で
行
わ
れ

た
調
査
研
究
の
成
果
を
広
く
地
域
の
人
々

へ
も
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
機
関
が

地
域
に
お
け
る
学
び
の
場
の
一
つ
と
な
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
白
根
記
念
渋
谷

区
郷
土
博
物
館
・
文
学
館
と
協
力
し
、「
紙

す
き
」「
勾
玉
づ
く
り
」「
夏
休
み
子
ど
も

歴
史
講
座
」
の
三
つ
の
体
験
型
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念

青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
で
、
体

験
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
し
ぶ
や
探
検
！
」

が
企
画
さ
れ
、「
Ⅰ
．
渋
谷
の
神
社
を
見

て
み
よ
う
！
〜
神
主
と
め
ぐ
る
神
社
ツ

ア
ー
〜
」
と
「
Ⅱ
．
芸
術
は
爆
発
だ
！
〜

渋
谷
で
出
会
う
岡
本
太
郎
と
縄
文
〜
」
の

二
回
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
。
同
イ

ベ
ン
ト
は
い
ず
れ
も
渋
谷
を
舞
台
と
し
、

地
域
に
根
差
し
た
日
本
文
化
の
体
験
に
主

軸
が
置
か
れ
た
も
の
で
、
日
本
文
化
普
及

國學院大學研究開発推進機構ニュース No.20（通号)平成29年（2017）2月25日 12
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活
動
事
業
を
継
続
さ
せ
る
も
の
と
な
っ

た
。

㈢
「
グ
ロ
ー
バ
ル
視
点
に
み
る
日
本
文

化
の
発
信
に
お
け
る
考
察
と
試
み
」
事

業
（
区
分
：「
地
域
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
拠

点
と
し
て
の
美
術
館
・
歴
史
博
物
館
」）

平
成
二
十
七
年
度
の
文
化
庁
採
択
事
業

で
行
な
わ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
海
外
か
ら
招
聘
さ
れ
た
学
芸
員
と
今

後
の
博
物
館
の
国
際
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

可
能
性
に
つ
い
て
の
議
論
が
な
さ
れ
た
。

本
事
業
は
、
こ
の
成
果
を
踏
ま
え
、
国
内

外
の
い
く
つ
か
の
館
の
現
場
を
見
聞
し
、

あ
ら
た
な
着
想
を
得
、
今
後
の
研
究
・
情

報
支
援
・
運
営
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
実
施
し
た
。

国
内
と
し
て
は
、
三
重
県
・
滋
賀
県
内

に
あ
る
美
術
館
・
博
物
館
を
視
察
対
象
と

し
、
外
国
人
対
応
お
よ
び
多
言
語
化
の
実

態
調
査
を
行
っ
た
。
特
に
外
国
人
対
応
に

関
し
て
も
積
極
的
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ

て
い
る
施
設
を
対
象
と
し
、
そ
の
結
果
、

当
館
に
お
け
る
今
後
の
日
本
文
化
の
よ
り

積
極
的
な
国
際
発
信
に
向
け
て
、
具
体
的

な
提
案
が
可
能
と
な
っ
た
。

海
外
と
し
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ

カ
を
対
象
と
し
て
、
現
地
の
博
物
館
・
美

術
館
で
の
視
察
調
査
を
行
っ
た
。
展
示
技

術
や
、
多
言
語
化
の
状
況
に
つ
い
て
出
来

る
限
り
多
く
の
施
設
を
訪
問
し
、
当
館
の

展
示
に
反
映
で
き
る
点
を
積
極
的
に
調
査

し
た
。
こ
れ
に
加
え
、
各
施
設
で
の
日
本

展
示
の
状
況
も
視
察
対
象
と
し
、
現
地
に

お
け
る
日
本
文
化
発
信
の
現
状
の
確
認
も

行
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
よ
り
一
層
の
情

報
発
信
の
必
要
性
は
も
と
よ
り
、
世
界
の

研
究
者
と
共
通
の
基
盤
を
模
索
す
る
こ
と

の
緊
急
性
を
感
じ
た
。

ま
た
、
本
年
度
よ
り
加
わ
っ
た
、
日
仏

文
化
交
流
の
中
心
機
関
で
あ
る
日
仏
会

館
・
フ
ラ
ン
ス
国
立
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
大
津
絵

の
展
示
と
ク
リ
ス
ト
フ
・
マ
ル
ケ
氏
に
よ

る
当
館
で
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク
や
海

外
か
ら
研
究
者
を
招
い
て
の
講
演
会
、
連

携
館
で
あ
る
東
洋
文
庫
と
共
催
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
海
外
に
お
け
る
日
本

文
化
の
受
容
及
び
研
究
に
つ
い
て
、
発
展

的
な
活
動
を
行
っ
た
。
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス

の
日
本
文
化
研
究
の
成
果
を
博
物
館
と
の

関
わ
り
の
な
か
で
発
信
し
、
ま
た
中
核
館

を
基
盤
と
し
た
國
學
院
大
學
の
日
本
文
化

研
究
の
海
外
発
信
の
機
会
と
な
っ
た
。

㈣
「
新
た
な
視
点
に
よ
る
日
本
文
化
と

こ
こ
ろ
を
発
信
す
る
多
元
的
事
業
」
事

業
（
区
分
：「
新
た
な
機
能
を
創
造
す
る

美
術
館
・
歴
史
博
物
館
」）

本
事
業
で
は
、
多
様
な
来
館
者
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
、
①
世
界
と
の
比
較
か

ら
日
本
の
文
化
と
こ
こ
ろ
を
学
ぶ
、
②
日

本
の
伝
統
・
歴
史
か
ら
日
本
の
文
化
と
こ

こ
ろ
を
学
ぶ
と
い
う
二
本
柱
に
加
え
、
③

障
が
い
者
の
鑑
賞
活
動
支
援
の
試
み
を
加

え
た
三
つ
の
柱
で
構
成
さ
れ
た
。
①
と
②

で
は
、
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
「
世
界
の
宗
教
を
知
る
」
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
お
い
て
、「
神
道
」「
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
」「
キ
リ
ス
ト
教
」
に
つ
い
て
体

験
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
た
。
こ

れ
に
加
え
、「
イ
ス
ラ
ー
ム
と
文
化
遺
産
」、

「
世
界
の
宗
教
は
な
に
を
禁
じ
て
き
た
か
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
特
別
講
演
も
行
っ
た
。

日
本
の
文
化
を
見
つ
め
直
す
意
味
を
持
つ

と
同
時
に
、
世
界
の
宗
教
文
化
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
る
内
容
に
、
多
く
の
参
加

者
が
集
ま
っ
た
。

さ
ら
に
、「
渡
来
文
化
か
ら
学
ぶ
日
本

文
化
」
と
し
て
、
東
ア
ジ
ア
か
ら
伝
来
し

た
渡
来
文
化
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
日
本
文

化
へ
の
影
響
を
考
古
資
料
と
歴
史
資
料
か

ら
学
ぶ
多
元
的
な
事
業
を
企
画
し
、
ゆ
か

り
の
あ
る
埼
玉
県
日
高
市
の
高
麗
神
社
の

協
力
の
も
と
、「
東
ア
ジ
ア
の
国
際
交
流
」

と
題
し
た
渡
来
文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
サ

ミ
ッ
ト
を
開
催
し
た
。

ま
た
、
例
年
実
施
し
て
い
る
浮
世
絵
摺

り
体
験
は
、
こ
れ
ま
で
の
企
画
に
加
え
、

初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
外
国
人
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
た「
日
本
の
伝
統
文
化
体
験
」

と
し
て
も
実
施
。
外
国
人
へ
向
け
た
初
の

英
語
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
な
り
、
外

国
人
へ
の
日
本
文
化
理
解
を
促
進
さ
せ
る

事
業
の
具
体
的
な
活
動
と
な
っ
た
。

③
は
新
た
な
試
み
と
し
て
、
障
が
い
の

あ
る
方
に
と
っ
て
、
ま
だ
ま
だ
開
か
れ
た

環
境
と
は
い
え
な
い
美
術
館
・
博
物
館
へ

の
ア
ク
セ
ス
の
可
能
性
を
探
る
べ
く
、
障

が
い
者
向
け
の
鑑
賞
支
援
を
試
み
る
機
会

と
し
た
。
当
館
に
て
、
視
覚
障
が
い
者
が

考
古
遺
物
を
解
説
と
と
も
に
実
触
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
こ
れ
か
ら
の
博
物

館
、
美
術
館
に
お
け
る
障
が
い
者
向
け
の

鑑
賞
支
援
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す
る

重
要
な
契
機
と
な
っ
た
。

（
文
責
・
國
學
院
大
學
博
物
館
地
域
共
働

連
携
事
業
実
行
委
員
会
）
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会

議

○
全
体

・
平
成
二
十
八
年
度
第
二
回
企
画
委
員

会
、
平
成
二
十
八
年
七
月
二
十
日
（
水
）

十
一
時
〜
十
一
時
四
十
分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五

階
会
議
室
〇
六

・
平
成
二
十
八
年
度
第
三
回
企
画
委
員

会
、
平
成
二
十
八
年
十
月
五
日
（
水
）
十

一
時
〜
十
二
時
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
会
議
室

〇
六

・
平
成
二
十
八
年
度
第
一
回
人
事
委
員

会
、
平
成
二
十
八
年
十
月
五
日
（
水
）
十

二
時
〜
十
二
時
二
十
分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階

会
議
室
〇
六

・
平
成
二
十
八
年
度
第
一
回
教
員
等
資
格

審
査
委
員
会
、
平
成
二
十
八
年
十
月
五
日

（
水
）
十
二
時
三
十
分
〜
十
二
時
四
十
五

分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
会
議
室
〇
六

・
平
成
二
十
八
年
度
第
二
回
運
営
委
員

会
、
平
成
二
十
八
年
十
月
十
三
日
（
木
）

十
六
時
〜
十
六
時
三
十
一
分
、
若
木
タ

ワ
ー
四
階
会
議
室
〇
五

・
平
成
二
十
八
年
度
第
四
回
企
画
委
員

会
、平
成
二
十
八
年
十
一
月
三
十
日（
水
）

十
一
時
〜
十
一
時
五
十
分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五

階
会
議
室
〇
六

・
平
成
二
十
八
年
度
第
二
回
人
事
委
員

会
、平
成
二
十
八
年
十
一
月
三
十
日（
水
）

十
二
時
〜
十
二
時
二
十
分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五

階
会
議
室
〇
六

・
平
成
二
十
八
年
度
第
二
回
教
員
等
資
格

審
査
委
員
会
、
平
成
二
十
八
年
十
一
月
三

十
日
（
水
）
十
二
時
三
十
分
〜
十
二
時
四

十
五
分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
会
議
室
〇
六

・
平
成
二
十
八
年
度
第
三
回
人
事
委
員

会
、
平
成
二
十
九
年
一
月
十
一
日
（
水
）

十
二
時
十
五
分
〜
十
二
時
四
十
分
、
Ａ
Ｍ

Ｃ
棟
五
階
会
議
室
〇
六

・
平
成
二
十
八
年
度
第
三
回
教
員
等
資
格

審
査
委
員
会
、
平
成
二
十
九
年
一
月
十
一

日
（
水
）
十
二
時
四
十
五
分
〜
十
三
時
十

五
分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
会
議
室
〇
六

・
平
成
二
十
八
年
度
第
三
回
運
営
委
員

会
、
平
成
二
十
九
年
一
月
十
二
日
（
木
）

十
六
時
十
五
分
〜
十
七
時
、
若
木
タ
ワ
ー

四
階
会
議
室
〇
五

・
平
成
二
十
八
年
度
第
五
回
企
画
委
員

会
、平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
五
日（
水
）

十
一
時
〜
十
二
時
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
会
議

室
〇
六

○
日
本
文
化
研
究
所

・
平
成
二
十
八
年
度
第
二
回
所
員
会
議
、

平
成
二
十
八
年
七
月
六
日
（
水
）
十
一
時

〜
十
二
時
十
五
分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
会
議

室
〇
六

・
平
成
二
十
八
年
度
第
三
回
所
員
会
議
、

平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
一
日
（
水
）
十

一
時
〜
十
一
時
五
十
五
分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五

階
会
議
室
〇
六

・
平
成
二
十
八
年
度
第
四
回
所
員
会
議
、

平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
六
日
（
水
）
十

一
時
〜
十
二
時
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
会
議
室

〇
六

・
平
成
二
十
八
年
度
第
五
回
所
員
会
議
、

平
成
二
十
九
年
一
月
十
一
日
（
水
）
十
一

時
〜
十
一
時
五
十
五
分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階

会
議
室
〇
六

○
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー

・
平
成
二
十
八
年
度
第
二
回
学
術
資
料
セ

ン
タ
ー
会
議
、
平
成
二
十
八
年
九
月
二
十

日
（
火
）
十
三
時
〜
十
三
時
四
十
分
、
Ａ

Ｍ
Ｃ
棟
五
階
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ル
ー
ム
二

・
平
成
二
十
八
年
度
第
三
回
学
術
資
料
セ

ン
タ
ー
会
議
、
平
成
二
十
八
年
十
二
月
五

日（
月
）十
四
時
七
分
〜
十
四
時
二
十
分
、

Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ル
ー
ム
二

○
校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー

・
平
成
二
十
八
年
度
第
二
回
校
史
・
学
術

資
産
研
究
セ
ン
タ
ー
会
議
、
平
成
二
十
八

年
九
月
十
四
日
（
水
）（
持
ち
回
り
稟
議
）

・
平
成
二
十
八
年
度
第
三
回
校
史
・
学
術

資
産
研
究
セ
ン
タ
ー
会
議
、
平
成
二
十
八

年
十
二
月
十
三
日
（
火
)(持
ち
回
り
稟
議
）

○
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

・
平
成
二
十
八
年
度
第
二
回
研
究
開
発
推

進
セ
ン
タ
ー
会
議
、
平
成
二
十
八
年
九
月

十
四
日
（
水
）
十
三
時
〜
十
三
時
四
十
五

分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ル
ー

ム
二

○
國
學
院
大
學
博
物
館

・
平
成
二
十
八
年
度
第
二
回
國
學
院
大
學

博
物
館
会
議
、
平
成
二
十
八
年
七
月
二
十

七
日
（
水
）
十
四
時
〜
十
五
時
、
Ａ
Ｍ
Ｃ

棟
地
下
一
階
博
物
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ス
ペ
ー
ス

・
平
成
二
十
八
年
度
第
三
回
國
學
院
大
學

博
物
館
会
議
、
平
成
二
十
八
年
九
月
二
十

日
（
火
）
十
四
時
〜
十
五
時
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟

地
下
一
階
博
物
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ス

ペ
ー
ス

公
開
講
座
･講
演
会
･シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・

関
連
学
会

○
全
体

・
公
開
学
術
講
演
会
「
描
か
れ
た
近
世
の

祭
礼
」、
平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
二
日

（
土
）
十
五
時
〜
十
六
時
三
十
分
、
Ａ
Ｍ

Ｃ
棟
一
階
常
磐
松
ホ
ー
ル
、
講
師
＝
福
原

敏
男
（
武
蔵
大
学
教
授
）

○
日
本
文
化
研
究
所

・
Ｓ
Ｉ
Ｓ
Ｒ
２
０
１
７
準
備

東
ア
ジ
ア

国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
東
ア
ジ
ア
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
と
宗
教
文
化
」、
平
成
二
十

八
年
十
月
十
五
日（
土
）十
時
〜
十
八
時
、

Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
会
議
室
〇
六

・
国
際
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
東
ア
ジ
ア
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
と
宗
教
文
化
」、
平
成
二
十
八

年
十
月
十
六
日
（
日
）
十
三
時
〜
十
七
時

三
十
分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
一
階
常
磐
松
ホ
ー
ル
、

パ
ネ
リ
ス
ト
＝
Benjam
in
Penny（
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
A
ustralian
N
ational

U
niv.）、
W
ei-hsian
C
hi（
台
湾
、

A
cadem
iaSinica）、
川
田
進
（
大
阪
工

業
大
学
）、
井
上
順
孝
（
國
學
院
大
學
）、

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
＝
岩
井
洋
（
帝
塚
山
大

学
）、
司
会
＝
櫻
井
義
秀
（
北
海
道
大
学
）

○
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー

・
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
神
輿
文
化
を
考

え
る
」、
平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
六

日
（
土
）
十
三
時
三
十
分
〜
十
七
時
、
Ａ

Ｍ
Ｃ
棟
五
階
会
議
室
〇
六
、
講
演
一
＝
笹

生
衛
（
國
學
院
大
學
教
授
）「
神
輿
の
発

生
」、
講
演
二
＝
西
山
剛
（
京
都
府
京
都

文
化
博
物
館
学
芸
員
）「
神
を
か
つ
ぐ

人
々
―
祭
礼
行
列
の
中
核
と
し
て
の
神
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輿
と
京
都
都
市
民
」、
講
演
三
＝
岸
川
雅

範
（
神
田
神
社
権
禰
宜
）「
神
輿
の
近
代

―
大
正
期
に
盛
り
上
が
っ
た
東
京
の
祭

礼
」

○
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

・
平
成
二
十
八
年
度
第
一
回
渋
谷
学
研
究

会
、
テ
ー
マ
「
現
代
社
会
と
民
俗
学
―
民

俗
学
の
可
能
性
を
考
え
る
―
」、
平
成
二

十
八
年
七
月
二
日
（
土
）
十
三
時
三
十
分

〜
十
七
時
三
十
分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
会
議

室
〇
六
、
講
師
＝
飯
倉
義
之
（
國
學
院
大

學
准
教
授
）、
八
木
橋
伸
浩
（
玉
川
大
学

教
授
）、
岩
崎
真
幸
（
み
ち
の
く
民
俗
文

化
研
究
所
代
表
）、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
＝

新
谷
尚
紀
（
國
學
院
大
學
教
授
）、
コ
メ

ン
テ
ー
タ
ー
／
司
会
＝
小
川
直
之
（
國
學

院
大
學
教
授
）

・
平
成
二
十
八
年
度
第
二
回
渋
谷
学
研
究

会
、
テ
ー
マ
「〈
に
ぎ
わ
い
〉
か
ら
渋
谷
を

科
学
す
る
」、
平
成
二
十
八
年
八
月
一
日

（
月
）
十
七
時
〜
十
九
時
十
分
、
Ａ
Ｍ
Ｃ

棟
五
階
会
議
室
〇
六
、
第
一
報
告
＝
秋
野

淳
一
（
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構

ポ
ス
ド
ク
研
究
員
）、
第
二
報
告
＝
半
戸

文
（
國
學
院
大
學
大
学
院
文
学
研
究
科
博

士
課
程
後
期
）、
司
会
＝
上
山
和
雄
（
國

學
院
大
學
教
授
）、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
＝

林
和
生
（
國
學
院
大
學
教
授
）、
佐
藤
豊

（
渋
谷
区
郷
土
写
真
保
存
会
副
会
長
・
写

真
家
）

・「「
古
事
記
学
」
の
構
築
」
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
、
テ
ー
マ
「
神
話
の
詩
学
―
舞
・

歌
・
型
―
」、
平
成
二
十
九
年
一
月
二
十

一
日
（
土
）
十
四
時
〜
十
七
時
三
十
分
、

百
周
年
記
念
館
四
階
百
周
年
記
念
講
堂
、

第
一
部
＝
「
受
け
継
が
れ
る
神
話
的
世
界

―
宮
地
嶽
神
社
の
「
ツ
ク
シ
舞
」
と
巨
石

古
墳
―
」、
講
師
＝
浄
見
譲
（
宮
地
嶽
神

社
宮
司
）、
第
二
部
＝
「
神
話
の
詩
学
」、

講
師
＝
渡
邉
卓
（
國
學
院
大
學
研
究
開
発

推
進
機
構
助
教
）、
ア
ラ
ン
・
ロ
シ
ェ
（
フ

ラ
ン
ス
高
等
研
究
実
習
院
教
授
）、
司
会

進
行
＝
平
藤
喜
久
子
（
國
學
院
大
學
研
究

開
発
推
進
機
構
准
教
授
）

出

張

○
日
本
文
化
研
究
所

・
井
上
順
孝
・
平
藤
喜
久
子
、「
宗
教
文
化

教
育
の
教
材
に
関
す
る
調
査
・
研
究
」
の

た
め
、
平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
六
日

（
土
）
〜
十
一
月
二
十
七
日
（
日
）、
大
阪

府
吹
田
市

○
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー

・
内
川
隆
志
・
深
澤
太
郎
・
大
日
方
一
郎
、

「
旧
鞍
山
中
学
校
歴
史
研
究
室
関
係
資
料

（
梅
本
俊
二
氏
寄
贈
資
料
）
調
査
」
の
た

め
、
平
成
二
十
八
年
七
月
五
日
（
火
）
〜

七
月
八
日
（
金
）、
中
華
人
民
共
和
国
北

京
市
、
遼
寧
省
鞍
山
市

・
内
川
隆
志
・
深
澤
太
郎
・
朝
倉
一
貴
・

尾
上
周
平
、「
前
近
代
の
金
華
山
に
お
け

る
信
仰
空
間
の
具
体
的
な
把
握
の
た
め

の
現
地
踏
査
」
の
た
め
、
平
成
二
十
八
年

十
月
二
十
九
日
（
土
）
〜
十
月
三
十
日

（
日
）、
宮
城
県
石
巻
市

・
黒
﨑
浩
行
・
深
澤
太
郎
・
尾
上
周
平
、

「
金
華
山
お
よ
び
女
川
町
に
お
け
る
現
地

踏
査
」
の
た
め
、
平
成
二
十
八
年
十
二
月

十
日
（
土
）
〜
十
二
月
十
一
日
（
日
）、
宮

城
県
石
巻
市
、
牡
鹿
郡
女
川
町

○
校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー

・
渡
邉
卓
、「
全
国
大
学
史
資
料
協
議
会

二
〇
一
六
年
度
総
会
な
ら
び
に
全
国
研

究
会
に
出
席
」
の
た
め
、
平
成
二
十
八
年

十
月
六
日
（
木
）
〜
十
月
八
日
（
土
）、
広

島
県
広
島
市

○
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

・
古
沢
広
祐
・
茂
木
栄
・
杉
内
寛
幸
、「
熊

本
地
震
被
災
地
の
復
興
に
関
す
る
現
地

調
査
」
の
た
め
、
平
成
二
十
八
年
七
月
二

十
五
日
（
月
）
〜
七
月
二
十
八
日
（
木
）、

熊
本
県
熊
本
市
、
阿
蘇
市

・
古
沢
広
祐
・
菅
浩
二
、「
生
物
多
様
性
条

約
第
十
三
回
締
約
国
会
議
出
席
」
の
た

め
、平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
一
日（
日
）

〜
十
二
月
十
七
日
（
土
）、
メ
キ
シ
コ
・
キ

ン
タ
ナ
・
ロ
ー
州
カ
ン
ク
ン

○
國
學
院
大
學
博
物
館

・
内
川
隆
志
・
及
川
聡
、「
平
成
二
十
八
年

度
特
別
展
『
火
焔
型
土
器
の
デ
ザ
イ
ン
と

機
能
Jom
onesqueJapan
2016』
に
伴

う
打
合
せ
」
の
た
め
、
平
成
二
十
八
年
六

月
十
五
日
（
水
）、
新
潟
県
長
岡
市

・
内
川
隆
志
・
及
川
聡
・
網
谷
哲
成
、「
国

内
博
物
館
の
外
国
人
対
応
お
よ
び
地
域

連
携
の
実
態
調
査
」
の
た
め
、
平
成
二
十

八
年
七
月
二
十
二
日
（
金
）
〜
七
月
二
十

三
日
（
土
）、
三
重
県
津
市
、
松
坂
市
、
伊

勢
市
（
※
）

・
深
澤
太
郎
・
尾
上
周
平
、「
西
南
学
院
大

学
博
物
館
・
國
學
院
大
學
博
物
館
『
相
互

貸
借
特
集
展
示
』
展
示
替
え
」
の
た
め
、

平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
七
日
（
火
）
〜

九
月
二
十
八
日
（
水
）、
福
岡
県
福
岡
市

・
笹
生
衛
・
大
東
敬
明
・
陣
内
理
良
、「
英

国
国
内
の
博
物
館
、
文
化
・
宗
教
施
設
に

お
け
る
、
展
示
、
解
説
、
多
言
語
化
の
状

況
に
つ
い
て
の
調
査
」
の
た
め
、
平
成
二

十
八
年
十
一
月
一
日
（
火
）
〜
十
一
月
八

日
（
火
）、
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
ン
ド
ン
、
ノ
ー

リ
ッ
ジ
（
※
）

・
内
川
隆
志
、「
全
国
博
物
館
大
会
参
加
」

の
た
め
、
平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
六
日

（
水
）
〜
十
一
月
十
八
日
（
金
）、
群
馬
県

高
崎
市

・
井
上
順
孝
・
齋
藤
公
太
・
和
知
亮
・
矢

野
美
紗
子
、「
國
學
院
大
學
博
物
館
展
示

資
料
に
関
連
す
る
画
像
・
映
像
収
集
の
た

め
の
現
地
調
査
」
の
た
め
、
平
成
二
十
八

年
十
一
月
二
十
二
日
（
火
）
〜
十
一
月
二

十
四
日
（
木
）、
宮
崎
県
日
南
市
、
宮
崎

市
、
西
臼
杵
郡
、
児
湯
郡
（
※
）

・
内
川
隆
志
・
石
井
匠
・
陣
内
理
良
、「
国

内
博
物
館
の
外
国
人
対
応
お
よ
び
地
域

連
携
の
実
態
調
査
」
の
た
め
、
平
成
二
十

八
年
十
二
月
二
日
（
金
）
〜
十
二
月
三
日

（
土
）、
滋
賀
県
草
津
市
、
甲
賀
市
（
※
）

・
井
上
順
孝
・
齋
藤
公
太
・
西
尾
拓
海
・

仲
鉢
史
也
、「
國
學
院
大
學
博
物
館
展
示

資
料
に
関
連
す
る
画
像
・
映
像
収
集
の
た

め
の
現
地
調
査
」
の
た
め
、
平
成
二
十
九

年
一
月
十
四
日
（
土
）
〜
一
月
十
六
日

（
月
）、
香
川
県
高
松
市
、
仲
多
度
郡
、
徳

島
県
鳴
門
市
、徳
島
市
、高
知
県
高
知
市
、

愛
媛
県
今
治
市
（
※
）

・
深
澤
太
郎
・
北
澤
宏
明
、「
西
南
学
院
大

学
博
物
館
・
國
學
院
大
學
博
物
館
『
相
互

貸
借
特
集
展
示
』
展
示
替
え
」
の
た
め
、

平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
六
日
（
木
）
〜

一
月
二
十
七
日
（
金
）、
福
岡
県
福
岡
市

（
※
）
は
、
平
成
二
十
八
年
度
文
化
庁
「
地
域
の

核
と
な
る
美
術
館
・
歴
史
博
物
館
支
援
事
業
」

に
採
択
さ
れ
た
、「
東
京
・
渋
谷
か
ら
日
本
の
文

化
・
こ
こ
ろ
を
国
際
発
信
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

連
携
事
業
」
に
て
実
施
。
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資
料
紹
介

創
立
七
十
周
年

高
松
宮
宣
仁
親
王
殿
下
御
言
葉

校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー
で

は
、
本
学
創
立
七
十
周
年
の
際
に
高
松
宮

宣
仁
親
王
殿
下
よ
り
賜
っ
た
御
言
葉
を

所
蔵
す
る
。
殿
下
に
よ
る
揮
毫
で
は
な

い
が
、
昭
和
二
十
七
年
の
本
学
創
立
七
十

周
年
の
式
典
に
御
台
臨
あ
ら
せ
ら
れ
た

際
に
、
賜
っ
た
も
の
で
あ
る
。

創
立
七
十
周
年
の
記
念
式
典
は
、
十
月

十
二
日
の
記
念
学
術
講
演
会
に
始
ま
り
、

十
九
日
に
は
久
我
山
分
校
（
現
國
學
院
大

學
久
我
山
）
に
お
い
て
記
念
運
動
会
を
開

き
、
同
二
十
六
日
に
は
目
白
分
校
（
現
國

學
院
高
校
）
に
お
い
て
同
じ
く
運
動
会
を

行
い
、
さ
ら
に
十
一
月
二
日
よ
り
五
日
に

か
け
て
全
国
の
高
等
学
校
の
柔
道
・
弓

道
・
卓
球
の
選
手
を
招
待
し
て
記
念
の
体

育
大
会
を
開
催
し
た
。
ま
た
、
本
校
の
学

生
は
四
日
か
ら
七
日
に
わ
た
っ
て
各
種

の
展
覧
会
を
は
じ
め
諸
種
の
催
し
物
や

展
覧
会
を
催
し
て
創
立
七
十
年
の
学
問

の
跡
を
偲
ぶ
な
ど
、
全
学
を
挙
げ
て
七
十

周
年
を
慶
祝
し
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
遡
る
こ
と
十
月
七
日

に
石
川
岩
吉
学
長
は
、
皇
典
講
究

所
初
代
総
裁
で
あ
る
有
栖
川
宮

幟
仁
親
王
の
祭
祀
を
継
承
さ
れ

る
高
松
宮
家
に
参
殿
し
、
同
宮
殿

下
の
記
念
式
へ
の
御
臨
場
を
願

い
出
て
御
許
可
を
得
た
の
で

あ
っ
た
。

十
一
月
四
日
に
「
創
立
七
十
周

年
記
念
式
」
が
開
催
さ
れ
、
高
松

宮
殿
下
が
お
越
し
の
際
に
は
、
学

生
生
徒
約
一
千
名
が
整
列
し
、
学
長
、
理

事
は
玄
関
に
お
出
迎
え
申
し
上
げ
た
。

当
日
、
午
前
十
時
か
ら
本
学
大
講
堂
に
て

挙
行
さ
れ
た
式
典
の
次
第
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
。

一
、
神
殿
奉
告
祭

午
前
八
時
（
神
前
）

一
、
一
同
着
席

午
前
九
時
三
十
分

一
、
高
松
宮
殿
下
御
臨
場

一
、
開
式
の
辞

一
、
祝
典
委
員
長
挨
拶

一
、
国
家
斉
唱

一
、
学
長
式
辞

一
、
高
松
宮
殿
下
御
言
葉

一
、
来
賓
祝
辞

文
部
大
臣

神
社
本
庁
統
理

日
本
私
立
大
学
連
盟
会
長

國
學
院
大
學
院
友
会
長

一
、
勤
続
並
功
労
者
表
彰

表
彰
の
辞

祝
典
委
員
長

一
、
被
表
彰
者
総
代
謝
辞

一
、
校
歌

一
、
閉
式
の
辞

一
、
高
松
宮
殿
下
御
退
場

一
、
一
同
退
場

高
松
宮
殿
下
よ
り
賜
っ
た
御
言
葉
は
、

次
の
通
り
で
あ
る
。

創
立
以
来
七
十
年
の
間
、
國
學
院
大
學

が
日
本
文
化
の
講
究
に
力
を
尽
し
、
国

民
の
伝
統
的
精
神
を
昂
揚
し
て
時
代

の
欠
陥
を
矯
正
し
、
有
為
の
人
材
を
輩

出
せ
し
め
て
、
文
運
の
進
歩
に
貢
献
し

た
功
績
は
顕
著
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

現
時
世
界
の
形
勢
は
重
大
な
危
局
を

孕
み
、
こ
れ
に
善
処
し
て
邦
家
の
前
途

を
安
泰
な
ら
し
め
る
こ
と
は
容
易
な

業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
況
ん
や
国
力

を
充
実
し
て
世
界
平
和
の
一
原
動
力

と
な
る
こ
と
な
ど
は
非
常
の
重
荷
で

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
是
非
果
さ
ね
ば

な
ら
ぬ
我
々
の
義
務
で
あ
り
ま
す
。

私
は
本
大
学
二
十
年
前
の
式
典
に
臨

み
、
今
日
又
こ
ヽ
に
進
歩
の
迹
を
見

て
、
感
慨
の
浅
か
ら
ぬ
も
の
が
あ
り
ま

す
。
ど
う
か
今
後
益
々
特
色
を
発
揮

し
て
、
使
命
を
全
う
せ
ら
れ
る
や
う
切

に
希
望
し
ま
す
。

本
学
に
と
っ
て
創
立
七
十
周
年
は
大

戦
の
悲
境
か
ら
立
ち
上
が
り
、
拡
充
整
備

を
展
開
し
た
時
期
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら

今
年
で
六
十
五
年
が
経
過
す
る
が
、
こ
の

御
言
葉
を
大
切
に
、
本
学
は
今
後
益
々
、

文
運
の
進
歩
に
貢
献
し
、
そ
の
特
色
を
発

揮
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。

（
渡
邉
卓
）
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